
ル
ー
テ

ル
初
期
の
宗
教
的
轄
向
期
に
就
て辻

村

正

五鋤

　
　
「
序
　
　
　
観

　
　
『
若
き
ル
ー
テ
〃
の
自
記
及
び
そ
の
解
決
（
颪
音
の
幾
見
）

　
　
三
、
煽
音
獲
見
の
時
期

　
　
　
（
一
と
五
二
年
二
筋
と
す
み
説

　
　
　
（
二
と
五
…
五
年
以
後
と
す
ろ
説

　
　
　
（
一
一
一
）
一
五
一
一
年
か
ら
一
五
一
五
年
ま
で
の
間
に
置
く
親

　
　
四
、
結
　
　
　
語

　
　
　
　
「
、
序
　
　
　
読

　
宗
教
改
革
と
云
ふ
大
蓮
動
を
研
究
す
る
に
當
っ
て
、
種
々
の
方

面
か
ら
之
を
観
察
し
、
之
を
説
明
す
る
事
の
出
島
る
の
は
確
か
で

あ
る
。
宗
教
的
信
仰
的
言
動
と
し
て
は
勿
論
、
道
徳
的
、
屡
問
的

政
治
的
、
経
濟
的
蓮
動
と
し
て
、
一
つ
U
つ
に
之
を
研
究
す
る
事
が

出
來
る
。
叉
中
世
末
か
ら
近
世
初
に
か
け
て
之
等
の
あ
ら
ゆ
る
方

面
に
動
観
が
起
り
、
申
世
を
通
じ
て
の
羅
馬
法
皇
の
猫
鴬
野
欄
に

　
　
　
　
　
ル
ー
テ
ル
初
期
の
宗
敏
的
灘
十
干
に
就
て

断
し
て
改
革
の
機
蓮
が
動
き
つ
Σ
あ
っ
た
事
も
確
か
で
あ
る
。
宗

教
方
面
の
み
を
見
て
も
、
す
で
に
法
皇
の
棲
力
は
衰
へ
、
修
道
櫓

團
も
新
生
命
を
失
ひ
、
教
會
改
革
の
聲
は
教
會
内
部
か
ら
起
り
、

十
五
世
紀
に
入
っ
て
所
謂
改
革
前
議
と
爾
せ
ら
れ
る
宗
教
會
議
が

相
次
で
開
か
れ
、
世
界
二
三
は
法
皇
構
の
上
に
在
る
べ
き
事
、
そ

の
他
が
議
決
せ
ら
れ
た
。
中
世
末
に
英
佛
西
等
に
國
民
的
懸
家
が

嚢
蓬
し
、
王
樺
の
強
大
に
な
る
と
共
に
各
國
の
教
會
支
配
礎
は
事

蝦
上
こ
れ
等
の
國
々
の
君
主
の
手
に
移
り
、
中
央
蒸
溜
の
嚢
達
せ

ざ
る
雄
鳥
に
於
て
は
、
實
礎
は
諸
侯
の
手
に
次
第
に
移
っ
て
行
っ

た
。
殊
に
猫
逸
に
煮
て
は
宗
教
的
に
又
繧
濟
的
に
、
羅
馬
の
歴
迫

干
渉
よ
り
謬
る
害
悪
は
爾
甚
し
く
。
不
満
は
勃
々
と
し
て
鞠
へ
難

く
、
…
入
の
確
固
た
る
指
導
者
が
出
る
な
ら
ば
、
大
な
る
蓮
動
と

な
み
べ
き
で
あ
っ
た
事
は
明
か
で
あ
る
。
課
し
て
叉
一
五
一
七
年

　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
一
號
、
　
　
　
一
四
五
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ル
ー
テ
か
初
期
の
宗
教
的
韓
二
期
に
就
て

の
九
十
五
箇
條
事
件
に
潤
て
ル
ー
テ
ル
の
投
じ
た
一
石
が
導
火
線

と
な
っ
て
、
事
件
は
之
等
の
外
部
的
事
情
と
不
可
分
的
に
結
合
し

て
、
ル
…
テ
ル
階
身
に
も
豫
期
せ
ざ
り
し
方
向
に
獲
卑
し
、
燧
に

所
謂
宗
教
改
革
の
大
蓮
動
と
な
っ
た
事
も
明
か
で
あ
．
る
。
併
し
乍

ら
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、
宗
敏
改
革
殊
に
羅
馬
と
の
麟
雫
及
び
分
離

．
の
号
鈴
を
，
輩
に
こ
れ
ら
外
部
的
事
情
か
ら
の
み
説
明
し
得
る
如

く
考
へ
、
ル
～
テ
ル
自
身
の
内
部
的
宗
教
的
露
語
は
事
件
の
決
定

的
要
素
と
し
て
償
値
な
き
如
く
槻
る
縦
陣
に
興
し
て
我
ら
は
反
響

で
あ
っ
た
。
叉
例
へ
ば
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
が
彼
の
『
猫
逸
史
』
に
於

て
ル
ー
テ
ル
を
ミ
リ
ュ
ゥ
か
ら
読
明
せ
ん
と
す
る
方
法
に
は
反
封

　
　
　
①

し
つ
、
も
、
爾
、
猫
逸
人
民
の
中
に
は
ル
ー
テ
ル
と
は
連
立
に
闘

箏
氣
分
が
鑛
っ
て
居
た
故
に
，
『
ル
～
テ
ル
に
於
て
内
的
原
因
と
外

的
原
義
を
分
つ
事
は
決
し
て
成
功
し
な
い
』
と
云
ひ
、
種
々
の
流

水
が
交
流
し
て
ル
！
テ
ル
は
こ
の
一
般
的
精
騨
に
依
て
前
に
推
し

　
　
　
　
②

進
め
ら
れ
た
一
と
ム
9
る
黙
に
は
賛
成
し
難
か
っ
た
。
宗
教
改
革
の

中
心
が
宗
教
問
題
信
仰
問
題
に
在
っ
て
，
輩
な
る
面
癖
鋼
度
の
問

題
で
も
な
く
叉
躍
な
る
政
治
的
纒
濟
的
の
問
題
で
も
な
い
な
ら
ば

そ
の
第
一
の
決
定
的
要
素
は
ル
ー
テ
ル
の
内
的
闘
題
に
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
餓
〃
二
↓
一
巻
　

第
一
報
　
　
　
　
一
四
論
ハ

な
ら
な
い
。
之
な
く
し
く
て
は
如
何
に
外
部
的
事
情
が
在
っ
た
と

し
て
も
彼
は
改
革
者
た
り
得
す
、
又
改
革
章
動
が
成
功
し
て
生
命

あ
る
新
時
代
を
開
く
事
は
潮
影
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ

た
。
此
の
、
黙
に
於
て
、
羅
馬
法
馴
者
ゾ
…
ム
が
其
名
著
『
教
會
史
』

　
　
③

に
於
て
『
…
…
…
監
督
達
が
宗
教
回
議
に
於
て
爲
し
た
仕
事
、
國

家
が
幾
等
支
配
樺
に
依
て
慰
し
た
仕
事
，
凡
て
そ
れ
は
輩
な
る
憲

法
的
の
改
革
で
あ
っ
た
。
教
會
の
衣
服
は
新
し
く
さ
れ
た
。
併
し

乍
ら
重
要
な
の
は
憲
法
の
改
革
で
は
な
く
て
精
紳
の
改
革
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
宗
教
的
教
會
的
本
質
の
深
き
所
か
ら
、
敏
會
が
倫

其
奥
底
に
藏
し
て
居
た
編
音
の
諜
き
ざ
る
泉
か
ら
出
る
新
生
命
力

で
あ
っ
た
．
、
…
…
…
沸
の
使
が
來
て
、
敏
會
の
生
命
を
動
か
し
之

に
新
し
き
カ
を
與
へ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
』
と
云
っ
て
居
る
事
は
大

な
る
示
峻
を
自
分
に
與
へ
た
。
費
に
同
所
に
於
て
ゾ
ー
ム
も
云
へ

る
如
く
、
膝
繰
は
露
台
に
新
生
命
を
注
入
す
る
事
は
鵠
來
な
か
っ

た
、
内
部
的
生
命
な
し
に
は
、
線
量
に
皇
民
仏
教
轡
が
患
干
て
も

そ
れ
は
重
な
る
教
會
の
分
裂
で
あ
っ
て
改
良
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
・
に
於
て
余
は
ル
ー
テ
ル
に
於
け
る
内
的
獲
展
を
外
的
の
も
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の
と
瞳
別
し
て
究
め
て
見
よ
う
と
考
へ
た
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
不

可
．
能
と
は
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。
殊
に
一
五
一
七
年
（
九
十
五
牌
個

條
問
題
）
以
後
の
ル
ー
テ
ル
に
外
部
的
県
界
が
密
接
と
な
り
、
不

可
分
と
な
る
な
ら
ば
、
彼
の
羅
馬
と
の
分
離
は
、
果
し
て
外
的
事

態
の
み
に
二
世
な
く
さ
れ
て
趨
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
内
的

宗
敏
と
は
無
驕
係
の
も
の
か
、
彼
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
信
仰
或

は
紳
學
と
樗
す
る
如
き
も
の
は
、
畢
寛
後
か
ら
作
り
上
げ
た
理
論

に
す
ぎ
な
い
も
の
か
、
或
は
、
噺
五
一
七
年
白
鷹
に
す
で
に
彼
に

決
定
的
の
内
的
獲
展
が
あ
っ
て
，
羅
馬
と
の
分
離
は
そ
れ
の
必
然

的
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
、
出
來
得
る
限
り
年
月
を
湖
っ
て

究
め
て
見
よ
う
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。

　
ル
ー
テ
ル
の
著
作
は
七
十
巻
以
上
の
大
部
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が

撒
憾
な
こ
と
に
は
比
較
的
後
年
の
も
の
が
多
く
、
初
期
の
も
の
は

極
め
て
少
量
で
あ
る
。
一
五
〇
五
年
か
ら
一
五
唱
三
年
ま
で
に
属

、
す
る
も
の
は
四
通
の
手
紙
と
受
取
謹
と
偶
々
本
に
書
き
込
ま
れ
た

傍
註
し
か
な
％
誇
六
年
間
塾
互
九
年
（
ラ
イ
プ
チ
・
ヒ
論

戦
）
ま
で
に
議
す
る
も
の
も
爾
豊
富
と
は
云
へ
な
い
。
そ
れ
獄
後

　
　
　
　
　
ル
ヨ
テ
ル
初
期
の
宗
敏
的
韓
予
期
に
就
て

．
に
な
る
と
急
激
に
塘
満
し
て
居
る
。
併
し
最
近
十
九
世
紀
末
に
於

て
こ
の
踊
五
＝
一
丁
｝
北
辺
九
年
に
瀕
す
る
文
書
で
黙
想
し
不
明

と
な
っ
て
居
た
も
の
が
か
な
り
再
び
獲
見
さ
れ
て
、
此
の
部
分
の

ル
ー
テ
ル
初
期
の
研
究
に
多
大
の
光
朋
と
牧
獲
を
も
た
ら
し
た
。

蔀
嚇
八
七
七
狂
准
に
は
ガ
ー
フ
テ
や
畿
田
講
疏
我
（
一
五
一
山
バ
ー
r
一
・
七
年
〉
の
筆

記
が
獲
見
さ
れ
、
そ
の
＋
年
期
に
は
ル
ー
テ
ル
が
修
道
院
に
於
て

學
び
傍
註
を
書
き
入
れ
た
七
勝
の
古
書
が
礎
盤
さ
れ
た
。
一
八
八

五
年
に
は
一
五
一
四
年
の
説
敏
を
含
む
若
櫓
ル
！
テ
ル
の
説
敏
の

草
稿
が
見
出
さ
れ
、
黒
帯
、
第
一
回
詩
篇
講
義
（
㎝
五
；
了
一
五
年
）

の
準
備
に
用
ひ
ら
れ
た
書
き
込
み
の
あ
る
。
本
文
が
ド
レ
ス
デ
ン

に
お
い
て
見
礁
さ
れ
，
從
來
あ
り
し
も
の
に
加
へ
て
詩
篇
講
義
の

完
全
な
る
も
の
が
始
め
て
出
版
さ
れ
た
。
更
に
｝
八
九
九
年
に
は

ロ
マ
書
講
義
（
】
五
一
五
i
｝
六
年
）
の
爲
本
及
び
ヘ
ブ
ラ
イ
書
講
義

（
「
五
】
七
年
）
の
筆
記
が
糞
見
さ
れ
た
。
而
し
て
十
九
世
紀
末
に
ル

ー
テ
ル
全
集
ワ
イ
マ
；
ル
版
の
嵐
版
以
來
、
ル
！
テ
ル
文
書
の
本

文
批
判
は
殊
に
進
め
ら
れ
、
從
來
の
ル
：
テ
ル
瀞
墨
の
叙
蓮
を
改

め
る
必
要
が
起
る
様
に
な
っ
て
來
た
の
で
あ
る
が
，
最
近
の
ル
ー

テ
ル
研
究
の
特
色
は
，
一
五
嚇
七
年
場
前
の
彼
の
初
期
名
代
の
之

　
　
　
　
　
　
第
二
十
倦
　
第
一
號
　
　
　
　
一
四
七
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・

　
　
　
　
　
レ
ー
テ
〃
初
館
腰
の
物
不
三
豊
…
雌
矧
二
期
酬
に
「
就
で
、

等
の
文
書
の
新
し
い
評
償
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
。
從
來
こ
の
時
代

の
も
の
は
彼
の
思
想
研
究
に
と
っ
て
大
し
て
重
要
性
の
あ
る
も
の
、

で
な
い
と
さ
れ
て
居
た
が
、
そ
れ
が
最
近
は
ル
ー
テ
ル
紳
學
の
理

解
に
峡
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
認
め
ら
る
・
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
総
に
於
て
最
も
功
績
の
あ
り
し
は
伯
林
大
學
の
故
力
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
・
ホ
ル
敬
授
で
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
。
そ
の
ホ
ル
は
『
一
五

一
二
年
よ
り
一
五
一
七
年
ま
で
の
中
に
ル
ー
テ
ル
の
猫
創
的
な
力

は
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
論
載
以
後
に
於
け
る
よ
り
も
以
上
に
力
強
く
顯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
れ
て
居
る
事
は
今
や
明
か
に
な
っ
た
。
』
と
云
っ
て
居
る
。

　
而
し
て
之
等
初
期
の
文
書
の
中
で
ル
ー
テ
ル
の
新
し
き
批
制
的

改
革
的
思
想
が
最
も
明
瞭
に
現
は
れ
た
最
初
の
も
の
と
し
て
、
ル

ー
テ
ル
の
内
的
獲
展
研
究
に
重
大
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
て
居
る
の
は
一
五
…
五
一
…
六
年
の
ロ
マ
書
講
義
で
あ
る
◎
こ

の
事
に
就
て
は
今
日
之
を
疑
ふ
學
者
は
全
く
な
い
と
云
ひ
得
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
墨
者
グ
リ
ザ
ー
ル
の
如
き
之
を
認
め
て
居
る
。

但
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
學
者
が
此
の
新
信
仰
こ
そ
カ
ト
リ
ッ
ク

教
會
に
封
立
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
仰
で
あ
っ
て
、
カ
ト
リ

ッ
ク
化
さ
れ
た
パ
ウ
ロ
の
息
音
を
正
し
く
解
し
た
も
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
谷
　
第
一
號
　
　
　
一
四
八

と
す
る
に
要
し
て
、
グ
リ
ザ
～
ル
の
如
き
は
、
こ
の
新
信
仰
は
ル

ー
テ
ル
の
内
的
護
展
に
は
重
大
な
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、

要
す
る
に
バ
ゥ
ロ
の
曲
解
で
あ
っ
て
、
又
ル
ー
テ
ル
の
教
會
の
弊

害
攻
撃
は
室
想
的
な
、
弗
難
好
き
の
仕
事
で
あ
る
え
説
明
し
て
居

⑦る
。
と
に
か
く
今
口
の
所
、
p
マ
書
講
義
に
改
革
的
新
思
想
の
顯

は
れ
て
居
る
事
に
就
て
は
問
題
が
な
く
、
彼
が
こ
の
新
思
想
に
何

時
燃
し
た
か
に
就
て
今
や
問
題
と
な
っ
て
居
る
の
は
一
五
＝
二
一

一
五
年
の
第
一
贋
詩
篇
講
義
で
あ
．
る
。

　
そ
こ
で
先
づ
ル
ー
テ
ル
に
於
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
に
聯
立
す
る
と

栂
せ
ら
れ
る
新
し
き
も
の
と
は
如
何
な
る
も
の
で
、
そ
れ
が
原
始

基
督
教
に
話
し
て
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
の
か
を
一
瞥
し
、
然

る
後
に
も
し
か
ふ
る
も
の
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
此
の
新

信
仰
に
達
し
た
決
定
的
の
韓
向
鎚
は
何
時
頃
で
あ
っ
た
か
を
究
め
㌔

て
見
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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①
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．
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⑦
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．

　
　
　
　
二
、
若
き
ル
ー
テ
ル
の
苦
翻
及
び
そ
の
解
荻

　
　
　
　
　
　
（
編
音
の
蛮
見
）

　
此
の
章
韓
藍
て
は
ル
…
テ
ル
に
於
て
、
殊
に
そ
の
初
期
に
於
て
、

當
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
と
全
く
区
立
す
る
と
云
ひ
得
る
も
の
は

如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
我
々
は
今
残
れ
る
も
の
か
ら
如
何

な
る
も
の
を
知
り
得
る
か
、
と
云
ふ
事
を
、
最
近
の
ル
ー
テ
ル
研

究
の
第
一
人
者
カ
ー
ル
・
ホ
ル
、
又
初
期
ル
ー
テ
ル
研
究
の
大
家

オ
ッ
ト
ー
・
シ
ェ
ー
ル
、
そ
の
他
ベ
ェ
メ
ル
、
フ
ォ
グ
ル
ザ
ン
グ
等

の
研
究
に
縁
っ
て
大
鰹
明
か
に
し
て
、
次
章
に
於
け
る
彼
の
韓
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

期
研
究
の
準
備
と
し
ょ
う
と
思
ふ
。

中
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
ス
コ
ラ
的
紳
槻
道
徳
槻
は
殆
ど
ア
ウ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ス
チ
ヌ
ス
に
依
て
決
定
さ
れ
た
と
云
は
れ
て
居
る
。
彼
は
先
づ
滋

　
　
　
　
　
ル
ー
テ
ル
覇
期
の
宗
教
的
韓
向
期
に
蕊
て

徳
を
幸
福
追
求
と
密
接
に
關
係
せ
し
め
た
。
低
い
地
上
的
の
寳
を

欲
す
る
所
か
ら
悪
が
生
す
る
如
く
、
最
高
の
善
、
永
遠
な
る
も
の

淋
を
欲
す
る
所
か
ら
善
が
生
す
る
。
最
高
善
を
三
一
せ
ん
と
す
る

意
志
、
そ
の
享
樂
そ
の
も
の
が
す
で
に
善
で
あ
る
と
し
た
。
斯
く

て
彼
は
道
徳
的
義
務
を
幸
薦
論
的
に
見
て
之
に
哲
墨
的
墓
礎
を
與

へ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
道
徳
槻
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
又
彼

は
幸
福
追
求
に
附
随
す
る
利
己
主
義
を
も
正
子
化
し
た
。
正
し
く

自
己
を
愛
す
る
こ
と
は
、
分
ち
紳
を
愛
す
る
事
で
あ
る
と
の
思
想

は
、
同
じ
く
彼
に
依
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
根
本
思
想
と
な
っ
た
。

瀞
を
最
高
の
魚
信
と
し
て
享
議
せ
ん
と
し
、
結
局
に
於
て
高
爾
化

さ
れ
た
る
自
己
追
求
と
し
て
紳
を
求
め
る
事
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
は

認
め
て
居
た
の
で
あ
る
。
毫
末
も
自
己
を
交
へ
ざ
る
、
自
己
の
撫

何
な
る
意
味
に
於
け
る
幸
編
を
も
放
棄
し
て
も
紳
の
故
に
紳
を
愛

す
る
如
き
愛
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
及
び
ス
コ
ラ
學
者
に
は
考
へ
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
更
に
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
紳
及
び
人
ヒ
謝
す
る
愛
の
行
爲
に
重

大
な
る
限
界
を
置
い
た
。
全
心
全
部
を
以
て
紳
を
愛
す
る
こ
と
は

來
世
に
於
て
初
め
で
冠
し
得
る
こ
と
で
あ
る
、
何
と
な
ら
ば
彼
腱

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
四
九
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ル
3
テ
ル
初
期
の
察
教
的
穂
千
軍
に
就
て

に
於
て
の
み
我
々
は
憩
を
完
全
に
知
り
得
る
の
で
あ
っ
て
，
然
ら

ず
ば
全
き
愛
は
起
ら
な
い
故
で
あ
る
。
此
鍵
に
於
て
は
我
々
は
一

段
低
い
義
（
冨
ま
鋤
軍
費
9
）
を
以
て
満
足
し
、
只
罪
を
犯
さ
ざ
る

事
を
以
て
最
高
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
，
と
考
へ
た
。

　
か
Σ
る
考
へ
か
ら
ス
コ
ラ
に
於
て
は
爾
二
つ
の
根
本
的
思
想
が

生
じ
た
。
先
づ
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
場
前
か
ら
行
は
れ
て
來
た
所
の

命
令
（
0
9
0
け
）
と
鋤
告
（
園
馨
）
の
薫
別
で
あ
る
。
前
者
は
行
は
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
義
務
で
あ
り
．
後
者
は
行
ふ
事
が
願
は
し
い
完
全

な
る
業
で
あ
る
。
之
は
即
ち
各
人
が
嗣
襟
に
完
全
な
る
業
を
爲
す

こ
と
を
不
必
要
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
更
に
自
己
否
定

的
な
も
の
に
便
覧
を
認
め
る
こ
と
Σ
な
っ
た
。
業
が
苦
痛
で
あ
れ

ば
あ
る
程
、
そ
れ
丈
完
全
で
紳
の
薗
に
償
値
が
あ
る
と
さ
れ
る
襟

に
な
っ
た
。
か
、
る
思
想
は
中
世
に
干
て
｝
段
進
ん
で
、
｝
つ
一

つ
の
道
徳
的
行
爲
の
中
に
高
き
よ
り
低
き
に
至
る
階
段
を
設
け
場

こ
エ
ま
で
は
必
ず
行
ふ
べ
し
，
之
以
上
は
必
ず
し
も
行
は
す
と
も

可
な
り
と
し
、
そ
れ
以
上
の
階
段
は
上
れ
ば
上
る
程
棘
か
ら
報
償

さ
れ
る
復
値
が
あ
る
と
考
へ
た
。
之
即
ち
自
己
の
行
爲
を
以
て
沸

に
恵
み
の
報
償
を
要
求
し
得
る
と
い
ふ
功
績
観
念
（
＜
韓
臼
窪
ω
学

　
　
　
　
　
第
二
十
稔
　
第
一
號
　
　
　
、
一
五
〇

げ
Φ
σ
Ω
島
）
で
あ
る
。
而
て
行
爲
の
頂
滋
は
櫓
侶
の
行
爲
で
あ
っ
て
、

僻
侶
は
完
全
な
る
犠
牲
を
紳
に
献
け
て
居
る
と
考
へ
ゐ
様
に
な
っ

た
。
か
く
て
修
道
院
に
於
て
は
捨
侶
は
血
管
な
規
則
に
依
て
絶
え

ず
禽
己
を
省
み
、
憩
の
繭
に
罪
人
と
し
て
無
補
導
を
感
ず
る
謙
遜

を
敏
へ
ら
れ
乍
ら
，
そ
の
謙
遽
意
識
が
自
己
を
紳
の
葡
に
推
薦
す

る
資
絡
と
考
へ
ら
れ
、
櫓
團
に
馬
す
る
事
が
す
で
に
贋
値
あ
る
事

で
、
溶
解
は
俗
人
に
勝
っ
て
紳
の
近
め
を
最
も
完
全
に
行
っ
て
農

る
と
の
高
慢
を
生
す
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
爾
ス
コ
ラ
に
猛
て
は
こ
れ
か
ら
、
禁
令
は
常
に
凡
ゆ
る
瞬
間
に

守
る
べ
き
義
務
が
あ
る
け
れ
共
、
積
極
的
の
誠
め
は
、
特
に
理
由

の
示
さ
れ
た
時
だ
け
守
れ
ば
よ
い
と
云
ふ
重
大
な
規
則
も
生
す
る

に
至
っ
た
。

　
以
上
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
の
一
般
的
な
根
本
思
想
だ
け
を
ほ
ん

の
概
憎
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
記
し
て
青
年
侮
ル
ー
テ
ル
の
抱

け
る
思
想
と
し
て
我
々
は
今
残
さ
れ
た
も
の
か
ら
、
如
何
な
る
も

の
を
知
り
得
る
か
。

　
ル
ー
テ
ル
の
車
上
談
話
に
依
れ
ば
彼
は
二
＋
二
歳
の
時
、
エ
ル

フ
ル
ト
大
嶺
の
墨
生
暁
代
一
五
〇
五
年
の
夏
、
郷
里
訪
問
の
時
、

（　150　）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

途
に
て
大
雷
雨
に
出
會
ひ
恐
怖
の
鯨
り
誓
ひ
を
立
て
，
遽
に
父
親

の
不
満
を
押
し
切
っ
て
修
道
院
に
入
っ
た
と
云
は
れ
て
居
る
。
併

し
乍
ら
彼
は
輩
に
偶
然
的
な
外
の
出
面
事
の
た
め
に
修
道
院
へ
入

る
様
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
，
恐
怖
の
中
に
爲
さ
れ
九
誓
ひ
も

や
は
り
彼
の
内
心
に
あ
る
も
の
Σ
現
れ
で
あ
っ
た
と
推
は
れ
る
。
　
”

そ
の
恐
怖
は
即
ち
死
の
恐
怖
で
あ
っ
九
の
で
あ
る
が
、
彼
に
は
こ

の
死
の
観
念
に
紳
の
審
判
の
観
念
が
結
付
く
事
に
依
て
扁
暦
彼
を

恐
れ
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
審
制
の
思
想
こ
そ
、
修
道
院
内
に

於
て
も
彼
を
し
て
自
己
満
足
に
安
住
せ
し
め
得
す
、
そ
れ
以
後
彼

の
思
想
の
中
心
と
な
り
、
彼
の
内
的
面
戸
は
凡
て
こ
れ
か
ら
出
嚢

す
る
こ
と
・
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ル
ー
テ
ル
は
審
判
思
想
を
、
個
人
的
に
純
粧
に
考
へ
た
。
彼
に
重

大
で
あ
っ
た
の
は
地
獄
練
獄
に
於
け
る
銃
刑
に
話
す
る
恐
怖
と
云

ふ
露
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
に
兼
題
と
な
っ
た
の
は
審
剰
そ
・

の
も
の
郎
、
瀞
の
前
に
一
人
立
っ
て
申
開
く
べ
き
直
明
で
あ
っ

た
。
審
判
思
想
は
自
己
責
任
の
意
識
を
彼
に
強
め
た
。
面
こ
の
審

判
は
輩
に
未
來
の
も
の
で
な
く
て
叉
現
在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
今

紳
の
前
に
義
と
さ
れ
る
か
罰
せ
ら
れ
る
か
を
決
す
る
必
要
が
あ
っ

　
　
　
　
ル
｝
テ
ル
初
期
…
の
宗
敏
的
韓
予
期
に
就
て

た
。
か
Σ
る
純
粋
な
自
己
責
任
の
意
識
は
す
で
に
當
時
の
一
般
か

ら
先
ん
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
七
っ
て
趨
っ
た
重
要
な
新
思
想
が
あ
っ
た
。
審
判
思
想

は
軍
に
彼
の
中
に
、
他
の
一
般
の
如
く
、
恐
怖
の
念
と
更
に
熱
心

に
善
行
を
行
は
ん
と
の
念
を
超
し
た
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は

更
に
深
く
紳
の
要
求
す
る
所
の
も
の
は
果
し
て
何
か
と
云
ふ
事
を

眞
剣
に
考
へ
た
。
癖
地
彼
に
恐
る
べ
き
重
要
さ
を
以
て
解
っ
た
事

は
，
憩
は
少
し
も
譲
歩
し
、
和
げ
、
緩
く
す
る
こ
と
の
娼
來
な
い

絶
鍬
意
志
で
あ
る
と
云
ふ
事
で
あ
っ
た
。
紳
は
人
か
ら
厩
肥
な
、

自
己
追
求
的
の
も
の
瓦
少
し
も
な
い
、
完
全
な
愛
を
要
求
す
る
。

全
心
全
黙
を
以
て
紳
を
愛
す
る
と
云
ふ
事
は
輩
に
願
は
し
い
事
で

な
く
て
、
絶
讃
に
果
す
べ
き
義
務
と
し
て
彼
に
臨
ん
だ
。
又
そ
の

他
凡
て
の
行
爲
に
於
て
も
紳
は
凡
て
の
人
に
同
様
に
、
制
限
な
く

最
高
の
完
全
を
要
求
す
る
、
中
途
牟
端
は
紳
の
堪
へ
得
な
い
所
で

、
あ
る
。
ル
ー
テ
ル
に
と
っ
て
は
道
徳
に
は
命
令
と
前
夕
の
隔
別
の

如
き
も
の
叉
階
段
の
如
き
も
の
は
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。
か
く
て

カ
ト
リ
ッ
ク
敏
會
が
入
の
力
で
爲
す
べ
き
事
の
み
を
考
へ
、
憩
の

意
志
は
何
か
と
云
ふ
事
を
少
し
も
闊
題
に
し
て
居
な
い
時
、
ル
i

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
…
號
　
　
　
　
一
五
…
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ル
ー
テ
即
初
期
の
宗
教
的
韓
…
工
期
に
就
て

テ
ル
は
識
ら
す
し
て
彼
薗
有
の
道
を
踏
み
出
し
て
居
た
の
で
あ

る
。
彼
の
瀞
観
道
徳
観
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
以
來
の
幸
輿
論
的
な

叉
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
自
己
追
求
的
な
も
の
か
ら
離
れ
て
、
義
務

的
維
鋤
的
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
併
し
こ
の
紳
の
絶
謝
的
要
求
と
云
ふ
事
の
み
が
ル
ー
テ
ル
に
重

大
な
の
で
は
な
か
っ
た
。
之
と
並
ん
で
も
一
つ
の
重
要
黙
は
、
自

由
と
云
ふ
事
師
、
入
が
全
き
喜
ば
し
き
意
志
を
以
て
淋
に
服
從
し

神
の
畏
め
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
。
憩
が
絶
饗

に
聖
な
る
も
の
で
あ
り
、
純
粋
な
も
の
で
あ
り
，
紳
を
愛
す
る
事

が
最
高
の
義
務
で
あ
る
な
ら
ば
、
騨
は
縄
墨
的
に
服
從
さ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
又
全
き
自
由
を
以
て
強
制
さ
れ
ざ
る
喜
ば
し
き
意

志
を
以
て
，
彼
に
來
る
者
以
外
は
受
容
れ
る
こ
と
が
聖
堂
な
い
と

云
ふ
事
は
、
ル
ー
テ
ル
に
と
っ
て
明
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
審
判
思
想
か
ら
出
た
こ
の
二
項
が
彼
の
抱
い
た
道
徳
擬
紳
槻
の
、

特
に
重
大
な
黙
で
あ
っ
て
、
こ
・
か
ら
修
道
院
に
於
け
る
若
僧
ル

…
テ
ル
の
悲
痛
な
る
苦
渋
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
他
の
僧
侶
達
が
ス
コ
ラ
の
敏
義
に
安
佐
し
、
功
績
槻
念
に
從
て

自
己
満
足
を
し
得
て
居
た
時
、
濁
り
か
・
る
思
想
を
抱
い
た
ル
ー

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
一
號
　
　
　
一
五
ニ

テ
ル
に
は
李
安
が
な
か
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
彼
に
は
か
・
る
絶
謝

的
の
最
蕩
の
紳
の
重
め
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
又
教
會
の
命
に
從
て
努
め
て
「
紳
を
愛
す
る
行
年
」
と
か
「
善

き
思
想
」
を
喚
び
趨
し
て
，
瞬
間
的
に
は
そ
れ
が
出
鞭
て
も
、
そ

れ
は
沸
の
求
む
る
常
往
の
彼
の
意
志
で
は
な
か
っ
た
。
彼
を
維
望

せ
し
め
た
も
の
は
實
に
榊
の
要
求
の
高
い
と
云
ふ
事
の
み
で
は
な

く
、
由
暑
ん
で
そ
れ
を
行
ひ
得
な
い
と
云
ふ
事
で
あ
っ
た
。
の
み
な

ら
す
彼
ば
斯
く
の
如
き
憩
を
嫌
悪
し
、
憎
む
感
惰
の
己
の
中
に
起

ら
ざ
る
を
得
な
い
事
を
、
苦
蟷
の
維
頂
と
し
て
味
は
つ
た
。
彼
は

如
何
に
努
め
て
も
、
努
め
れ
ば
努
め
る
程
、
紳
か
ら
審
判
さ
れ
滅

び
に
渡
れ
て
居
る
罪
人
と
し
て
以
外
に
自
己
を
感
ず
る
こ
と
が
出

塁
な
か
た
。

　
此
の
時
特
に
彼
を
苦
し
め
た
の
は
『
神
の
義
』
（
冨
簿
貯
瓢
Φ
圃
）
と

云
ふ
話
（
ロ
マ
書
一
章
一
七
節
）
で
あ
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
會
の
解
繹
に
從
て
、
彼
は
憩
の
義
を
聖
王
的
「
能
動
的
」
に

紳
の
性
質
と
の
み
解
し
て
居
た
。
邸
、
そ
れ
は
我
々
を
審
き
、
罪

入
を
罰
し
、
義
人
に
報
い
を
與
ふ
る
紳
の
義
で
あ
っ
て
、
聯
の
救

ひ
も
恩
寵
も
凡
て
人
の
功
績
に
断
て
輿
へ
ら
れ
る
報
償
的
の
も
の
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「
　
印

に
考
へ
ら
れ
て
居
た
。
然
る
に
如
何
に
し
て
も
彼
は
自
ら
を
罪
人
一

と
し
て
よ
り
以
外
に
感
ず
る
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
の
で
、
彼
に

と
っ
て
紳
の
義
は
實
に
彼
を
罰
し
報
復
す
る
紳
の
義
と
な
っ
た
の

で
あ
る
Q
斯
く
て
パ
ウ
ロ
の
ロ
マ
書
の
此
の
高
恩
は
カ
ト
リ
ッ
ク

的
に
解
繹
さ
れ
、
彼
を
救
は
ざ
る
の
み
な
ら
す
盆
々
彼
を
苦
し
め

る
刺
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
「
常
に
彼
の
頭
に
あ

っ
た
」
そ
し
て
彼
が
「
詩
篇
に
於
て
之
を
息
む
侮
に
」
彼
を
恐
怖

せ
し
め
た
。
そ
れ
は
彼
の
「
心
に
雷
鳴
の
如
く
ひ
ゴ
い
た
」
。
そ
れ

乱
髪
は
「
パ
ウ
ロ
を
心
か
ら
櫓
ん
だ
」
又
「
紳
の
義
を
思
ひ
出
す
凡

　
　
　
　
　
　
　
④

て
の
詩
篇
を
嫌
っ
た
。
」

　
併
し
乍
ら
、
こ
の
沸
の
義
な
る
言
葉
が
，
燧
に
彼
に
救
ひ
を
齎

ら
す
機
豫
と
な
っ
た
。
「
日
夜
考
へ
」
苦
し
ん
だ
後
脳
マ
書
一
二
、

七
の
転
音
的
パ
ウ
ロ
的
意
義
が
新
し
く
彼
の
心
に
解
さ
れ
た
時
、

彼
は
長
き
苦
綴
か
ら
救
は
れ
新
九
に
「
生
れ
二
つ
た
」
こ
と
を
感
じ

た
。
而
し
て
今
ま
で
「
嫌
っ
た
」
所
の
脚
の
義
な
る
語
は
彼
に
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
眞
に
笥
天
上
の
門
」
と
な
っ
た
と
云
は
れ
て
居
る
◎

　
若
し
余
が
避
難
し
て
居
る
な
ら
ば
、
ホ
ル
は
專
ら
ル
ー
テ
ル
の

け
著
作
か
ら
そ
の
根
本
思
想
を
研
究
し
て
、
そ
れ
か
ら
ル
ー
テ
ル
の

　
　
　
　
　
彪
、
ー
テ
ル
初
期
の
宗
教
附
韓
二
期
に
就
て

苦
闘
と
そ
の
解
決
を
論
じ
て
居
り
、
こ
の
「
紳
の
義
」
の
解
繹
と
云

ふ
事
を
前
而
に
出
し
て
之
を
中
心
と
し
て
問
題
を
取
扱
ふ
事
に
反

達
て
居
藻
で
あ
る
⑥
・
け
れ
共
・
集
の
牛
一
ブ
ル
が
募
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

決
定
的
圓
心
の
時
を
回
顧
し
て
屡
々
雷
へ
る
興
言
は
常
に
こ
の
神

の
義
に
野
饗
せ
し
め
ら
れ
て
居
り
、
蝕
り
に
一
致
し
て
居
る
所
か

ら
見
て
、
ル
ー
デ
ル
の
苦
闘
及
び
翌
夕
の
嚢
見
は
紳
の
義
の
解
繹

が
全
部
で
な
く
と
も
そ
れ
が
中
心
と
な
っ
て
趨
っ
た
事
は
疑
ひ
得

な
い
所
で
あ
る
。
多
く
の
際
会
は
跳
の
方
法
を
取
っ
て
居
る
。
併

し
之
等
の
雨
方
法
は
大
し
た
蕪
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
此
の

爾
方
か
ら
見
て
始
め
て
問
題
は
正
解
に
近
付
く
と
思
ふ
。
（
此
の
黙

次
章
に
於
て
少
し
く
詳
論
す
）

　
然
ら
ば
ル
ー
テ
ル
は
嘉
応
に
し
て
救
は
れ
た
か
。
彼
が
ロ
マ
書

一
二
七
の
『
沸
の
義
は
そ
の
幅
音
の
中
に
顯
は
れ
』
に
就
て
考
へ

悩
ん
だ
後
、
之
を
次
に
績
く
『
侵
入
は
信
仰
に
よ
り
て
趣
く
べ
し
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
關
係
せ
し
め
て
考
へ
た
痔
突
如
光
は
臨
ん
だ
と
云
っ
て
居
る
。

邸
ち
彼
は
稗
の
義
は
能
動
的
な
紳
の
性
質
で
な
く
て
、
紳
か
ら
入

に
贈
ら
れ
る
所
の
も
の
、
そ
れ
に
依
て
我
々
が
義
と
さ
れ
て
生
き

る
所
の
も
の
、
脚
ち
我
々
が
儒
仰
に
当
て
騨
を
し
て
我
々
の
中
に

　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
一
號
　
　
　
　
一
五
三
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e

　
　
　
　
ル
ー
テ
ル
初
期
の
宗
教
約
平
瓦
期
に
就
て

起
さ
し
む
べ
き
所
の
義
で
あ
る
事
が
解
っ
た
、
印
、
紳
の
義
は
幅

音
を
遜
し
て
顯
示
さ
れ
た
「
受
身
的
」
の
義
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

紳
は
如
何
に
し
て
こ
の
義
を
我
々
に
購
る
か
。
こ
Σ
に
於
て
彼
の

宣
義
の
閾
題
（
労
O
O
ゲ
瑞
O
旧
識
5
つ
葺
づ
σ
Q
o
Q
一
〇
げ
H
Φ
）
は
基
督
に
結
付
け
ら
れ

た
。
基
督
は
自
身
が
瀞
の
業
で
あ
る
と
同
時
に
叉
紳
の
業
を
爲
す
、

邸
ち
榊
は
基
督
を
通
し
て
働
く
の
で
あ
る
つ
と
同
様
に
、
基
督
は

自
身
憩
の
義
で
あ
り
、
又
紳
の
義
を
行
ふ
。
そ
こ
で
紳
は
我
々
の

中
に
基
督
（
即
ち
墓
．
督
に
封
ず
ろ
信
仰
）
を
造
り
、
そ
の
墓
督
を
通
し

て
紳
は
基
督
自
身
に
食
す
と
詞
様
の
業
を
我
々
に
行
ふ
。
そ
の
時

我
々
の
爲
す
業
は
淋
が
我
々
の
中
に
於
て
爲
す
業
で
あ
る
。
か
く

て
基
督
は
我
々
の
中
に
於
て
義
を
行
ひ
、
我
々
を
義
と
す
る
瀞
の

義
で
あ
る
Q
（
貯
ω
仲
三
帥
9
二
話
藍
。
磐
。
・
噂
冨
8
ω
幽
8
δ
轟
）

　
○
℃
器
α
Φ
ご
首
。
。
§
㌶
創
。
助
㌦
幻
臼
。
ご
田
鳥
脅
①
8
．
①
暮
O
げ
甑
。
。
貯
ω

（
琴
Φ
邑
ぽ
煙
）
櫛
型
け
蔑
Φ
諭
O
酵
艮
瞬
（
鉾
8
9
0
σ
Q
…
8
）
℃
ぬ
奏
i
貯
ら
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

o
蝕
一
言
。
。
藝
8
日
毫
》
冨
。
幽
渤
8
ヨ
霞
暫
需
「
ρ
奉
登
営
3
9
画
。
。
悉
σ
q
g
戸

基
督
（
即
ち
幕
．
督
に
封
ず
る
信
仰
）
に
於
て
我
々
は
審
判
さ
れ
つ
・
義

と
さ
れ
紳
と
和
が
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
ル
ー
テ
ル
は

ス
コ
ラ
に
於
て
全
く
封
立
し
て
居
る
紳
の
審
判
と
恵
み
は
基
督
に
・

　
　
　
　
　
第
二
十
谷
第
一
號
　
　
一
五
四

於
て
完
全
に
統
一
さ
れ
一
致
せ
る
を
見
た
。
吻
血
ち
紳
の
義
の
幅

音
的
パ
ウ
ロ
的
眞
意
義
の
尊
見
で
あ
る
と
云
は
れ
る
居
る
、

　
こ
・
に
於
て
ル
…
テ
ル
は
彼
の
全
努
力
の
根
底
に
於
て
誤
り
な

る
こ
と
を
見
た
Q
自
己
を
紳
と
同
列
に
置
い
て
、
自
己
の
カ
で
何

事
か
を
署
し
で
，
そ
れ
に
依
て
紳
の
薗
に
地
位
を
獲
ん
と
す
る
こ

と
は
根
本
的
に
間
違
ひ
で
あ
り
、
最
悪
の
高
慢
で
あ
る
。
造
り
更

へ
ら
れ
ざ
る
自
然
性
の
人
の
意
志
は
實
に
ど
こ
ま
で
も
自
己
追
求

的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
紳
に
己
を
推
薦
し
得
る
如
き
完
全
な
る
行

爲
は
決
し
て
鞍
壷
な
い
も
の
で
あ
る
事
を
知
っ
た
。
併
し
人
が
瀞

か
ら
強
奪
し
得
な
い
も
の
を
紳
は
自
ら
入
に
與
へ
ん
と
す
る
。
紳

は
無
籍
値
に
も
拘
ら
す
人
を
求
め
人
を
持
た
ん
と
し
て
み
る
。
憩

は
人
の
罪
を
黒
し
て
自
ら
人
に
近
付
か
ん
と
し
て
橋
を
架
す
。
之

瀞
の
義
た
る
基
督
で
あ
る
。
之
が
實
に
福
音
の
眞
意
義
で
あ
る
と

彼
は
知
っ
た
。
こ
エ
に
於
て
彼
は
紳
を
強
亡
し
神
と
差
引
勘
定
を

せ
ん
と
す
る
考
を
全
く
棄
て
た
。
，
神
の
恩
恵
に
持
て
沸
か
ら
離
れ

て
居
た
彼
の
心
は
征
服
さ
れ
た
。
こ
の
驚
く
べ
き
愛
に
身
を
委
ね

九
時
彼
の
意
志
は
瀞
へ
向
け
て
新
し
く
造
り
夏
へ
ら
れ
、
全
く
目

蔭
に
喜
ば
し
さ
を
以
て
紳
を
愛
し
得
る
事
を
慈
じ
た
。
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か
く
て
彼
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
功
績
観
念
及
び
之
と
關
係
あ
る
も

の
と
全
く
離
れ
た
。
彼
に
於
て
宗
教
と
道
徳
と
の
關
係
は
逆
韓
し

た
。
師
ち
道
徳
的
行
爲
に
依
て
紳
の
許
に
到
る
の
で
は
な
く
て
、

そ
の
反
骨
に
先
づ
紳
に
受
容
れ
ら
れ
、
融
の
許
に
蹄
る
こ
と
に
継

て
始
め
て
眞
の
道
徳
的
行
爲
の
寳
遷
し
得
る
こ
と
を
見
た
。
彼
は

一
方
に
於
て
神
の
審
制
を
眞
創
に
受
取
り
鏡
く
自
己
を
審
き
つ
・

他
方
に
於
て
叉
紳
の
恩
寵
を
眞
剣
に
儒
じ
て
救
は
れ
た
．
の
で
あ
る

彼
は
志
し
の
編
音
に
於
て
も
紳
の
眞
實
を
信
じ
て
眞
創
に
之
を
受

容
れ
．
な
い
事
が
最
大
の
罪
で
あ
る
こ
と
を
見
た
。
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9
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ル
ー
テ
ル
馴
四
期
酬
の
虚
日
癬
教
的
中
輝
向
期
酬
げ
ト
晶
肌
で
、

　
い
M
二
5
戯
い
る
ω
評
蕊
。
。
”
袋
い
三
参
a
評
ミ
轟
鳩
ミ
9
お
Q
”
省
ひ

　
濃
ρ
M
ひ
い
Ψ
M
O
ご
。
。
o
c
。
u
。
。
Q
G
。
｝
等
た
峯
照
ぜ
よ

③
考
》
い
轟
〕
回
。
。
ひ

⑨
ノ
く
蟻
蚕
ホ
。
。
俸
急
い
等
を
く
。
σ
Q
①
剛
。
。
書
㈹
が
要
約
ぜ
し
も
の

　
　
　
　
三
，
薦
音
嚢
見
の
時
期

　
ル
ー
テ
ル
の
申
に
前
章
に
述
べ
た
如
き
カ
ト
リ
ッ
ク
と
相
容
れ

な
い
思
想
の
嚢
展
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
に
こ
の
根
本
思

想
が
確
立
し
、
救
ひ
を
罷
験
し
た
の
は
何
時
頃
で
あ
っ
た
か
と
云

ふ
事
を
問
題
と
し
て
見
振
い
畳
替
ふ
。

　
先
づ
こ
の
問
題
を
研
究
す
る
に
必
要
と
思
は
れ
る
ル
ー
テ
ル
初

期
の
重
大
事
件
の
年
代
を
二
三
離
け
て
置
く
方
が
便
利
で
あ
る
と

思
ふ
。

　
一
五
〇
五
年
九
月
頃
、
エ
ル
フ
ル
ト
の
ア
ウ
グ
ス
チ
ン
修
道
院

　
　
に
入
る

　
｝
五
〇
八
年
秋
、
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
に
移
る

　
一
五
〇
九
年
秋
、
エ
ル
フ
ル
ト
に
呼
び
還
さ
る
、
ロ
ム
バ
ル
ド

　
　
の
「
セ
ン
テ
ン
ス
」
姫
講
義

　
一
五
嚇
○
年
秋
一
嘱
嚇
年
、
羅
馬
訪
問

　
一
五
一
一
年
八
月
頃
、
再
び
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
に
移
る

　
　
　
　
第
二
十
巻
　

鱈
八
一
號
　
　
　
　
一
五
山
ハ

…
五
コ
ニ
年
七
月
頃
一
「
五
一
五
年
、
第
一
回
詩
篇
講
義

一｝

決
鼾
b
血
年
…
一
五
一
六
年
、
　
ロ
マ
童
日
講
靴
我

一
五
一
山
ハ
年
1
一
五
一
七
年
、
　
ガ
ラ
テ
や
二
日
識
墨
我

一
五
一
七
年
一
二
月
i
一
五
一
八
年
、
　
ヘ
プ
ル
書
講
義

一
五
一
、
七
年
十
月
三
十
翌
日
、
九
十
五
箇
條
事
件

一
五
一
八
年
－
｝
五
一
九
年
、
第
二
圓
詩
篇
講
義

　
　
　
e

　
さ
て
此
の
闇
題
を
研
究
す
る
に
は
二
つ
の
方
面
か
ら
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
郎
ち
一
は
自
身
の
膿
験
に
相
す
る
後
年
の
ル
ー
テ

ル
の
獲
言
で
あ
り
、
仙
は
、
ル
ー
テ
ル
著
作
の
何
時
頃
の
も
の
か

ら
彼
の
新
思
想
が
現
は
れ
て
居
る
か
と
云
ふ
方
面
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
爾
方
面
か
ら
，
年
代
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
て
み
ょ
う
と
思

ふ
。

　
　
（
一
）
無
音
瀬
見
を
一
五
一
一
年
以
前
と
す
る
詮

　
彼
が
自
身
の
膿
験
し
た
苦
懸
及
び
そ
の
救
ひ
に
就
て
後
年
誤
っ

た
事
は
非
常
に
度
々
あ
っ
て
、
而
も
そ
れ
が
常
に
「
紳
の
義
」
に
關

係
せ
し
め
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
前
章
に
蓮
べ
た
。
而
て
叉
前
述
の

如
く
、
長
い
闘
の
苦
…
闘
の
後
に
、
彼
に
は
新
光
明
が
突
如
臨
ん
で
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救
ひ
の
確
信
に
達
し
、
甦
生
を
感
じ
た
決
定
的
の
瞬
賜
が
あ
っ
た

　
　
　
①
　
　
　
　
、

の
で
あ
る
。
こ
エ
に
注
意
す
べ
き
は
，
こ
の
記
念
す
べ
き
経
験
を

し
た
場
所
と
し
て
彼
が
語
っ
て
居
る
所
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
ウ

ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
の
修
道
院
の
塔
、
邸
ち
塔
に
あ
っ
た
彼
の
室
で

　
　
　
　
　
　
　
②

あ
る
と
云
っ
て
居
る
Q
ホ
ル
も
云
ふ
如
く
、
時
日
の
記
憶
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

場
所
の
記
憶
は
確
實
な
の
で
あ
っ
て
、
ル
ー
テ
ル
の
新
獲
見
が
ウ

ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
で
行
は
れ
た
と
云
ふ
事
に
就
て
は
最
早
疑
は
れ

て
居
ら
す
、
是
に
依
て
彼
の
経
、
験
は
身
辺
筥
亀
9
巴
。
・
と
云
は
れ

て
居
る
。
從
來
は
ル
ー
テ
ル
の
古
柳
の
道
化
を
認
む
る
者
で
も
、

そ
れ
が
エ
ル
フ
ル
ト
時
代
の
修
道
院
に
於
て
、
殊
に
先
輩
・
シ
ュ
タ

ゥ
ピ
ッ
ッ
の
忠
言
に
導
か
れ
て
，
趨
っ
た
と
解
す
る
者
が
多
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
。
例
へ
ば
ラ
ン
ケ
と
か
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
如
き
も
然
り
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
之
は
ル
ー
テ
ル
の
こ
の
護
　
芦
と
　
致
し
な
い
の
み
な
ら

す
、
次
に
述
ぶ
る
彼
の
初
期
交
書
の
研
究
の
結
果
と
も
矛
盾
す
る

の
で
あ
っ
て
、
彼
の
信
仰
は
エ
ル
フ
ル
ト
時
代
に
は
根
本
的
の
鍵

化
な
く
，
彼
の
不
安
苦
闘
は
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
ま
で
績
い
た
と

見
る
の
が
層
畳
で
あ
る
。

　
併
し
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
と
し
て
も
、
前
表
に
示
し
九
如
く
彼

　
　
　
　
　
ル
y
テ
ル
初
期
の
宗
教
酌
簿
上
期
に
就
て

は
一
度
エ
ル
フ
ル
ト
に
還
っ
て
居
る
の
で
、
一
五
〇
八
年
－
九
年

か
叉
は
一
五
二
年
以
後
か
と
云
ふ
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
。
前

者
に
就
て
は
彼
の
文
書
研
究
の
結
果
、
一
五
〇
九
年
頃
の
彼
は
未

だ
カ
ト
リ
ッ
ク
的
見
界
を
脱
し
て
居
ら
ぬ
と
云
ふ
事
は
殆
ど
諸
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

者
の
一
致
し
た
説
で
あ
る
。
例
へ
ば
ホ
ル
に
豫
れ
ば
彼
は
ヒ
ル
シ

ュ
等
と
共
に
一
五
〇
九
年
の
『
ロ
ム
バ
ル
ド
の
傍
註
』
に
は
、
後
年

の
宣
義
思
想
と
な
る
べ
き
も
の
が
す
で
に
事
實
的
に
重
大
と
な
り

つ
＼
も
、
爾
ス
コ
ラ
的
カ
ト
リ
ッ
ク
的
思
想
の
中
に
ル
！
テ
ル
が

居
る
こ
と
を
説
い
て
贋
る
。
一
例
を
墓
け
れ
ば
，
ロ
ム
バ
ル
ド
が
ア

ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
賛
成
し
て
道
徳
を
愛
し
て
も
よ
い
が
徳
を
徳
自

身
の
故
に
享
署
し
て
は
な
ら
ぬ
、
愛
は
常
に
徳
を
超
え
て
碗
に
ま

で
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
説
い
て
居
る
の
に
ル
ー
テ
ル
は
書
き
加

へ
て
、
行
爲
は
紳
に
ま
で
閥
訳
せ
し
め
亡
べ
き
も
の
で
あ
れ
ば
よ

い
の
で
、
實
際
に
意
識
的
に
常
に
紳
に
關
点
せ
し
め
て
行
学
す
る

事
は
不
可
鋏
の
事
で
は
な
い
と
云
っ
て
居
る
。
之
は
爾
カ
ト
リ
ッ

ク
の
立
場
で
あ
る
。

　
又
獲
見
の
場
所
を
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
と
す
る
な
ら
ば
，
　
一
五

一
〇
年
一
一
一
年
の
羅
馬
訪
閥
の
時
を
獲
今
期
と
す
る
こ
と
は
滋

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
｝
號
　
　
　
　
U
五
七
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影
ー
テ
ル
初
期
の
宗
敏
的
轄
向
期
に
就
て

來
な
い
。

　
か
く
見
る
時
は
ル
ー
テ
ル
の
深
青
獲
見
期
を
一
五
二
年
以
前

に
置
く
こ
と
は
出
來
な
い
と
云
ふ
事
は
明
か
で
あ
る
。
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拓
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ゼ
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器
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第
二
十
巷
　
第
一
號
　
　
　
一
五
八

　
其
の
他
U
に
ロ
壱
器
。
窯
”
試
0
9
浮
芦
ζ
巳
賦
ミ
等
も
然
り

⑤
の
。
冨
①
r
累
p
a
謬
冒
鼻
｝
回
。
質
置
H
齢
ω
・
鴇
。
鉾

　
霞
9
ポ
Q
①
。
・
p
罠
ヨ
。
竃
渉
一
一
「
ぴ
…
算
器
・
H
．
の
．
H
。
。
N
塗

⑥
毒
》
O
・
ω
一
を
見
よ

　
　
（
二
）
一
五
｝
五
年
以
後
と
す
る
説
。

　
福
昔
獲
見
期
が
一
五
一
一
年
以
前
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
以
後
と
な
る
の
で
あ
る
が
，
そ
の
中
で
一
五
一
五
年
以
後
と
す

る
説
に
就
て
考
察
し
て
見
よ
う
と
思
ふ
っ
こ
・
で
先
づ
問
題
と
な

る
の
は
日
五
一
八
年
一
一
九
年
（
第
一
面
詩
篇
講
義
の
初
め
）
と
す
る

説
で
あ
る
。
例
へ
ば
前
蓮
の
カ
ト
リ
ッ
ク
學
者
グ
リ
ザ
ー
ル
の
如

き
は
，
上
述
の
如
く
ロ
マ
書
講
義
に
新
信
仰
の
現
は
れ
て
居
る
こ

と
を
認
め
て
居
る
に
拘
ら
ず
、
ル
ー
テ
ル
が
救
の
確
信
に
達
し
た

『
塔
の
経
験
』
は
一
五
一
八
年
の
終
り
か
一
五
一
九
年
で
あ
る
と
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ふ
一
見
矛
盾
し
た
読
を
立
て
・
居
る
。
か
・
る
説
の
根
糠
と
な
る

の
は
前
に
も
引
用
し
た
有
名
な
ル
ー
テ
ル
の
全
集
へ
の
序
交
で
あ

っ
て
、
之
を
今
少
し
問
題
と
し
て
み
よ
う
と
思
ふ
。
こ
の
序
文
の

中
で
ル
…
テ
ル
は
次
の
如
く
云
ふ
。
（
タ
N
＞
α
♪
H
o
。
驚
）

　
…
…
…
H
艮
⑦
逆
謬
8
斜
づ
ゆ
○
宙
昌
話
臼
⑦
護
巳
鱒
偏
冨
凱
酔
曾
¢
臼

“
魯
詳
。
言
8
暮
お
【
磐
鳥
ニ
ヨ
”
h
お
9
賦
8
あ
き
鳥
①
拷
2
簿
曽
ぎ
困
①
。
。
器
営
り

7
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げ
ω
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霧
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8
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づ
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σ
Q
凱
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∩
犀
象
一
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9
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瓦
猷
。
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Φ
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挙
p
圃
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赴
く
○
∩
暮
口
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ご
ρ
容
瓢
。
玖
8
℃
・

一
”
．
貯
。
・
葺
猷
d
鉱
お
く
。
翼
嘆
営
白
。
、
〈
菊
。
旨
同
し
刈
V
．
○
鳥
。
マ

簿
白
2
繭
B
＜
0
8
び
乱
質
白
干
。
。
9
島
．
H
自
活
p
U
①
二
…
…
9
●
●

　
H
匂
・
凱
ω
8
0
9
討
臥
8
凶
9
ω
鍵
臼
霧
δ
H
暁
8
言
ω
8
Φ
字
源
興
①
同
貯
ヨ

。・

O
2
⇒
鳥
○
言
8
6
話
け
註
、
願
：
…
…

　
こ
の
8
磐
ぎ
は
一
五
一
九
年
を
云
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
依
れ
ば
ル
…
テ
ル
は
云
ふ
、
『
私
は
聖
バ
ゥ
ロ
の
ロ
マ
入
及

び
ガ
ラ
テ
や
人
へ
の
手
紙
及
び
ヘ
ブ
ラ
イ
入
へ
の
手
紙
を
講
義
し

た
後
、
講
嚢
に
熟
練
し
た
と
の
自
信
を
以
て
、
…
五
「
九
年
に
二
度

目
に
詩
篇
講
義
に
取
り
か
為
っ
て
居
た
。
私
は
パ
ウ
ロ
の
ロ
マ
入

へ
の
手
紙
を
知
の
酷
い
と
の
非
常
な
熱
心
を
持
っ
て
居
た
。
併
し

私
の
心
の
熱
心
は
冷
め
な
か
っ
た
け
れ
共
、
そ
れ
ま
で
一
つ
の
言

葉
郎
ち
ロ
マ
書
一
二
七
の
「
紳
の
義
は
そ
の
轟
音
の
中
に
顯
は
さ

れ
」
が
私
を
妨
げ
て
属
た
。
そ
れ
で
私
は
こ
の
愁
の
義
と
云
ふ
語

　
　
　
　
ル
ー
テ
ル
初
期
の
宗
敏
的
平
海
期
に
就
て

を
嫌
っ
て
居
た
。
…
…
』
之
に
無
い
て
ル
…
テ
ル
は
そ
れ
迄
如
何

に
此
の
語
が
彼
を
妨
げ
て
居
た
か
、
如
何
に
彼
が
そ
れ
に
就
て
苦

し
ん
だ
か
，
而
し
て
如
何
に
し
て
途
に
新
し
い
光
が
彼
に
臨
ん
で
’

そ
の
新
書
羅
を
三
見
し
、
瀞
の
義
が
彼
に
と
り
天
國
へ
の
門
と
な

っ
た
か
を
述
べ
て
、
『
斯
の
葺
き
考
へ
で
更
に
よ
く
撃
備
さ
れ
て
、

私
は
再
び
詩
篇
の
註
解
を
始
め
た
。
…
…
』
と
云
っ
て
居
る
。

　
之
に
穿
れ
ば
、
彼
の
新
心
見
は
第
二
阿
詩
篇
講
義
の
初
め
で
一

五
一
八
年
か
ら
｝
九
年
の
間
に
あ
る
様
に
思
は
れ
、
グ
リ
ヅ
ー
ル

等
は
か
く
主
張
す
る
。
併
し
又
べ
ー
メ
ル
の
如
き
は
、
之
は
ル
ー

テ
ル
が
後
年
に
な
っ
て
一
五
一
九
年
の
事
を
書
い
て
房
る
途
中
で

脱
線
し
て
昏
鐘
見
の
時
の
事
を
書
い
て
了
つ
た
の
だ
と
解
し
て
居

②る
。
叉
ヒ
ル
シ
ュ
は
、
之
は
決
し
て
新
嚢
見
の
時
期
を
示
す
爲
に

ル
ー
テ
ル
が
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
は
第
二
回
目
の
詩
篇
講

義
を
第
一
図
題
と
は
全
く
異
っ
た
箪
備
で
始
め
た
と
云
ふ
事
を
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
。

－
併
し
乍
ら
こ
の
序
文
で
ル
ー
テ
ル
の
云
ふ
所
は
、
明
か
に
，
紳

の
義
の
新
嚢
見
は
一
五
一
九
年
、
彼
が
ロ
マ
書
ガ
ラ
テ
や
書
ヘ

ブ
ル
書
の
講
義
を
終
っ
た
後
で
あ
る
，
と
云
ふ
事
は
疑
ひ
得
な
い

　
　
　
　
　
策
二
十
塗
　
第
一
號
　
　
　
一
五
九
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ル
ー
テ
ル
初
期
の
宗
敏
的
韓
二
期
に
就
て

所
で
あ
っ
て
、
べ
…
、
／
ル
、
ヒ
ル
シ
ュ
等
の
如
く
考
ふ
る
の
は
無
理

で
あ
る
。
然
ら
ば
若
し
第
一
章
で
一
寸
蓮
べ
た
如
く
，
一
五
一
五

年
の
ロ
マ
書
講
義
に
ル
ー
テ
ル
の
根
本
的
新
信
仰
が
明
か
に
出
て

居
る
と
す
れ
ば
、
栽
倉
見
を
一
五
一
九
年
と
す
る
の
は
矛
盾
と
な

る
の
で
あ
る
。
け
れ
共
．
こ
れ
は
や
は
り
ネ
ル
や
シ
ェ
ー
ル
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

く
次
の
檬
に
考
へ
る
の
が
至
當
で
あ
る
と
思
ふ
、

　
郎
ち
ホ
ル
も
シ
ェ
ー
ル
も
、
第
一
回
詩
篇
講
義
及
び
ロ
マ
書
講

義
に
新
思
想
の
明
か
に
現
は
れ
て
居
る
事
の
疑
ひ
得
な
い
所
か

ら
、
か
Σ
る
新
思
想
が
根
本
的
纏
験
の
前
に
現
は
れ
る
事
は
不
可

能
で
あ
る
と
し
、
ル
ー
テ
ル
の
此
の
序
文
の
言
は
老
ル
ー
テ
ル
の

記
憶
の
誤
り
、
或
は
自
身
の
内
的
獲
展
の
誤
認
で
あ
る
と
し
て
居

る
。
こ
れ
は
一
面
後
年
の
ル
ー
テ
ル
自
身
が
初
期
の
講
義
を
、
他

か
ら
大
な
る
儂
値
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
も
、
極

め
て
償
値
少
き
も
の
と
見
よ
う
と
し
て
居
た
所
か
ら
も
來
た
の
で

　
　
⑤

あ
っ
て
、
彼
自
身
と
し
て
は
　
五
蝋
九
年
頃
に
至
り
始
め
て
彼
の

編
音
の
影
響
の
及
ぶ
所
を
完
全
に
意
識
し
た
の
で
あ
る
と
思
へ
ば

無
理
も
な
い
所
も
あ
る
と
思
ふ
。
こ
れ
が
老
ル
ー
テ
ル
の
記
憶
の

誤
り
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
、
第
｝
回
詩
篇
講
義
や
ロ
マ
書
講
義
の

　
　
　
　
　
　
第
二
十
ぬ
昼
　
第
…
號
　
　
　
　
　
一
山
ハ
○

研
究
か
ら
云
ひ
得
る
の
み
な
ら
す
、
叉
彼
自
身
が
一
五
｝
九
年
以

前
す
で
に
新
必
見
は
時
代
に
先
ん
じ
、
ス
コ
ラ
取
直
や
一
般
信
仰

と
異
る
こ
と
を
意
識
し
て
居
た
ら
し
く
、
例
へ
ば
か
ラ
テ
や
害
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

義
の
中
に
『
義
の
驚
く
べ
き
叉
新
し
い
解
繹
』
な
ど
Σ
云
っ
て
居

る
所
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

　
斯
く
し
て
一
五
四
五
年
の
序
叉
は
ル
ー
テ
ル
初
期
時
代
に
關
す

る
確
實
な
史
料
と
し
て
用
ひ
難
く
，
從
て
彼
の
新
喪
雨
期
を
｝
五

一
八
年
－
一
九
年
の
聞
に
置
く
事
は
出
前
な
い
。

　
然
ら
ば
「
五
…
五
年
か
ら
一
五
噛
八
年
ま
で
の
間
に
考
へ
得
る

か
と
云
ふ
に
、
こ
れ
は
前
に
す
で
に
云
っ
た
如
く
、
一
五
一
五
年

か
ら
始
ま
っ
た
ロ
マ
書
講
義
が
彼
の
新
信
仰
の
明
確
に
現
は
れ
た

最
も
重
大
な
書
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
研
究
さ
れ
て
疑
ふ
者
な

く
、
從
っ
て
彼
の
新
草
見
が
一
五
一
五
年
以
後
と
云
ふ
事
は
あ
り

得
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
れ
ば
以
上
論
じ
た
所
を
獄
て
み
れ
ば
，
新
獲
見
は
一
五
一
一

年
以
前
、
及
び
舶
五
一
五
年
以
後
と
な
る
こ
と
な
く
、
こ
、
に
於

て
問
題
は
一
五
＝
年
か
ら
一
五
一
五
年
忌
で
の
間
と
云
ふ
事
に

な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
は
第
一
図
詩
篇
講
義
の
研
究
と
枳
倹

（　ICO　）



つ
て
決
せ
ら
る
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。
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ヘ
プ
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書
諏
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や
堂
口
講
義
な
ど
に
餓
貞
り
偵

　
櫨
た
羅
い
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居
な
い
言
葉
な
獲
し
て
儘
る
り
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ω
9
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野
鑓
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剛
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目
⑨
護
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簿
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貯
的
ま
ρ
ρ
…

　
講
甑
3
8
匂
謄
ざ
価
Φ
ω
O
ユ
げ
暮
一
霞
”
“
H
F
扇
月
面
9
譲
酔
訟
馨
【
謎
器
恥
畠
2
冨
毎
臨
〇
三
‘

　
ぬ
訂
ρ
ρ
ぎ
畠
駒
・
呂
白
霧
掌
．
譲
凶
。
く
興
。
黛
9
骨
　
．
目
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酔
笥
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回
7
⑦
切
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Ω
三
萄
降
罫
噂

　
（
三
）
一
五
一
　
年
か
ら
哺
五
一
五
年
ま
で
の
間
に

　
　
　
置
く
諸
設
。

先
づ
そ
の
主
な
る
も
の
を
畢
ぴ
る
な
ら
ば
、

一
五
一
四
年
の
亭
亭
は
末
（
ミ
ュ
ラ
ー
、
フ
ォ
ー
グ
ル
ザ
ン
グ

’
等
）

　
　
　
ツ
ー
テ
財
初
期
の
宗
教
的
韓
下
期
に
就
て

　
　
一
五
一
三
年
秋
一
一
五
一
四
年
秋
（
多
分
一
五
コ
ニ
年
秋
か
冬

　
　
　
帥
ち
策
一
回
詩
篇
講
義
の
初
期
×
シ
ェ
ー
ル
）

　
　
一
五
一
三
年
夏
か
秋
（
講
義
の
初
期
）
（
ヒ
ル
シ
ュ
）

　
　
一
五
一
二
年
末
－
一
五
一
三
年
初
（
講
義
以
前
）
（
べ
ー
メ
ル
）

ρ

　
　
唱
五
二
年
夏
…
蝋
五
【
三
年
初
（
講
義
以
前
）
（
ホ
ル
）

　
等
で
あ
っ
て
、
以
上
の
諸
説
は
殆
ど
何
れ
も
第
一
回
詩
篇
講
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
基
と
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
唯
一
入
ミ
ュ
ラ
；
だ
け
は

　
ロ
マ
書
講
義
の
最
初
か
ら
新
信
仰
が
現
は
れ
て
居
る
と
云
ふ
所
か

　
ら
．
雲
底
の
一
五
四
五
年
の
序
文
の
中
の

　
　
彰
マ
0
8
ユ
。
僧
a
o
お
8
℃
9
ω
2
⑦
毒
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6
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8
詳
象
：
．
…
…

ρ
8
鳥
象
＄
や
ご
．
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書
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騨
0
8
篇
Φ
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伽
。
お
。
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貯
ω
h
9
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8
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8
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ミ
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N
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貯
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目
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o
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琶
P
ω
9
0
げ
ω
鉱
仲
⑦
羅
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二
麺
9
？

　
口
器
β
o
づ
旨
σ
q
銭
器
。
膣
鶏
琶
℃
欝
①
8
巳
訂
ω
窪
α
q
三
。
・
’

　
師
ち
『
ロ
マ
人
へ
の
手
紙
の
中
の
バ
ゥ
ロ
の
一
話
…
…
…
を
知
り

　
度
い
と
願
っ
て
居
尤
…
…
…
』
の
如
く
三
三
し
，
ル
ー
テ
ル
は
ロ

　
　
　
　
　
　
第
｝
…
十
谷
　
第
、
一
雨
　
　
　
　
一
⊥
ハ
一
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ル
蕃
テ
〃
初
期
酬
の
心
血
敏
晶
剛
糠
脚
物
恥
引
に
就
て
、

　
マ
書
講
義
の
準
備
中
に
新
叢
見
を
し
た
と
考
へ
、
そ
れ
を
一
五
一

四
年
の
終
り
頃
と
推
定
し
て
居
る
。
併
し
こ
の
設
は
ネ
ル
の
反
謝

層
も
あ
る
如
く
、
か
・
る
序
文
の
攣
更
が
無
理
で
あ
り
、
ル
…
テ
ル
は

　
こ
・
で
決
し
て
ロ
マ
書
講
義
の
準
備
中
の
事
を
云
っ
て
居
る
の
で

　
は
な
い
し
、
又
次
に
蓮
ぶ
る
第
「
繊
詩
篇
講
義
の
研
究
の
結
果
と

も
合
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ミ
ュ
ラ
ー
の
詮
は
受
け
容
れ
難
い
。

　
　
そ
こ
で
其
の
他
の
第
一
図
詩
篇
講
義
の
研
究
を
基
と
し
た
諸
読

に
移
る
が
先
づ
注
意
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
属
望
一
回

詩
篇
講
義
、
の
正
丈
批
判
（
日
。
答
巨
爵
）
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
こ
の
第
一
回
詩
篇
の
正
文
批
舗
は
未
だ
極
め
て
困
難
な
問
題
で

あ
っ
て
、
、
吟
の
所
確
定
的
の
も
の
に
乱
す
る
事
は
殆
ど
不
可
能
的

　
と
云
は
れ
て
居
る
。
批
醐
的
な
ワ
イ
マ
ー
ル
全
集
に
於
て
も
詩
篇

講
義
の
正
文
の
み
は
不
完
全
で
あ
っ
て
、
ワ
イ
マ
～
ル
金
集
の
み

を
頼
っ
て
は
，
ル
ー
テ
ル
の
講
義
當
階
の
正
確
な
思
想
を
知
る
に

　
は
危
瞼
で
あ
っ
て
，
我
々
は
ワ
イ
マ
ー
ル
全
集
の
基
と
な
っ
て
み

る
三
資
料
，
邸
ち
、
　
い
Φ
鵠
く
お
ω
男
。
。
聾
①
言
詳
白
O
一
8
筈
冥
色
銭

℃
ω
聾
Φ
ご
及
び
U
お
ω
鳥
Φ
昌
9
翻
箋
巽
　
に
あ
る
ル
ー
テ
ル
の
傍
註

（
Ω
o
誘
①
）
及
び
註
繹
（
o
α
9
0
躍
9
）
を
総
勢
に
研
究
し
て
始
め
て
こ

　
　
　
　
　
　
鱈
蟹
、
工
f
雀
　
餓
躍
一
號
　
　
　
　
｛
山
ハ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
難
問
の
解
決
に
逮
し
得
る
と
云
は
れ
て
居
る
。

　
ド
レ
ス
デ
ン
本
に
後
年
の
ル
ー
テ
ル
の
加
筆
が
あ
る
こ
と
は
ヒ

ル
シ
ェ
以
來
注
意
さ
れ
、
彼
は
詩
篇
第
一
篇
の
魚
信
は
後
の
筆
な

　
　
　
　
　
　
③

る
事
を
明
か
に
し
、
叉
べ
ー
メ
ル
は
少
く
と
も
第
一
篇
及
び
第
四

篇
に
は
一
五
　
六
年
の
印
醐
に
附
す
る
際
の
加
筆
が
あ
り
、
從
て

講
義
常
時
の
思
想
研
究
の
資
料
か
ら
は
除
外
す
べ
き
事
を
明
か
に

　
　
　
④

し
て
居
る
。
こ
の
事
は
凡
て
の
三
者
に
依
っ
て
受
容
れ
ら
れ
て
居

る
。　

併
し
乍
ら
以
上
の
事
を
頭
に
置
く
も
、
大
野
に
於
て
、
第
一
圏

，
詩
篇
講
義
が
ル
ー
テ
ル
の
綴
音
焚
見
と
同
時
期
か
或
は
そ
れ
に
最

も
近
い
時
期
の
著
作
と
し
て
，
彼
の
内
的
獲
展
研
究
に
猫
特
の
意

義
を
有
す
る
こ
と
は
疑
な
く
，
＊
ル
は
『
詩
篇
講
義
の
中
に
す
で

に
後
年
の
ル
ー
テ
ル
の
思
想
は
凡
て
潜
ん
で
居
る
。
』
と
云
ひ
、
叉

ヒ
ル
シ
ュ
は
『
ロ
マ
・
一
・
一
七
に
蘭
す
る
嚢
見
の
本
源
的
意
義
は

大
野
に
於
て
第
一
凹
詩
篇
講
義
に
於
て
の
み
示
さ
れ
て
居
る
。
』
と

　
　
　
　
⑤

云
っ
て
居
る
。
以
下
少
し
く
立
入
っ
て
論
じ
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

　
ル
ー
テ
ル
の
幅
音
三
見
が
ロ
マ
誰
三
。
一
七
の
稗
の
義
の
解
羅

に
關
係
あ
る
事
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
雷
管
を
特
に
彼
に
想

O
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」

起
せ
し
め
た
の
は
詩
篇
第
三
十
篇
二
節
（
詳
言
三
十
一
篇
一
節
）
及
び

七
十
篇
二
節
（
郵
諜
七
十
一
篇
二
節
）
に
あ
る
．
へ
β
甘
洛
甑
ρ
厳
二
8
⑦
鑓

影
①
㌦
．
（
汝
の
義
葱
以
て
我
を
救
ひ
給
へ
）
な
る
句
で
あ
っ
た
事
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

後
年
の
彼
の
度
々
の
無
言
に
依
っ
て
疑
な
い
所
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ヒ
ル
シ
ュ
を
見
る
と
彼
は
先
づ
こ
の
詩
篇
第
三
十
篇
の
r

陰
嚢
（
．
二
上
、
。
。
”
μ
＄
山
譲
）
を
問
題
と
し
て
居
ぢ
。
（
H
鼻
ご
回
回
二
回
。
。
ざ
，

・q

y
U
戸
唇
鼠
・
。
。
」
8
螢
）
。
彼
に
繋
れ
ば
こ
・
に
は
未
だ
憩
の
義

に
就
て
少
し
も
新
し
い
登
窯
は
現
れ
て
居
ら
す
、
例
へ
ば
名
》
c
。
噛

お
Q
。
を
見
う
と
、

　
…
…
…
汐
㌶
ω
野
猷
け
信
？
ρ
鼠
9
貯
ψ
9
ω
⑦
ω
冨
α
o
ど
ρ
覧
鋤
ω
g
g
マ

鳥
煽
ヨ
ぎ
ω
｛
団
。
㌶
日
プ
○
巨
一
湿
燭
白
蝋
客
か
馨
ヨ
①
貯
。
・
8
0
H
煽
9
冒
自
臼
堕

一
ま
Φ
同
9
一
冨
O
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

と
あ
っ
て
，
紳
を
審
刺
し
講
ず
る
裁
判
営
と
見
る
ス
コ
ラ
的
の
考

へ
が
現
は
れ
て
居
り
、
こ
の
考
へ
は
第
三
＋
篇
の
講
義
全
膿
を
通

じ
て
現
は
れ
て
居
る
と
云
ふ
。
こ
の
意
見
に
組
し
て
は
フ
ォ
ー
ゲ

ル
ザ
ン
グ
の
如
き
も
全
く
賛
成
で
（
u
δ
き
穿
蓉
ノ
”
薯
営
蕾
冨

O
霊
膿
巨
。
㈹
…
。
ω
・
憲
δ
、
彼
は
三
＋
篇
の
註
解
程
ル
…
テ
ル
の
苦

悶
を
傳
へ
て
居
る
も
の
は
な
く
、
そ
の
苦
悶
の
原
因
は
第
二
節
の

　
　
　
　
　
擢
ー
テ
〃
初
期
の
宗
教
的
縣
早
期
に
就
て

句
で
あ
る
。
と
云
っ
て
居
る
。

　
然
ら
ば
第
三
十
篇
蹴
前
の
許
解
に
於
て
は
如
何
な
る
思
想
が
現

れ
て
攣
る
か
。
こ
れ
を
見
る
に
は
先
づ
第
一
篇
及
び
第
四
篇
を
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

述
の
正
文
追
継
の
上
か
ら
除
外
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
る
時
は
第
ミ
十
篇
以
前
に
は
神
の
義
を
復
讐
し
罰
す
る
紳
の
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
解
し
て
居
る
所
は
澤
山
あ
る
が
、
新
解
繹
の
現
は
れ
て
居
る
所

は
一
行
も
な
い
。
從
て
詩
篇
講
義
閥
始
以
前
に
新
言
置
に
書
し
て

居
た
事
は
あ
り
得
な
い
、
と
云
ふ
事
に
ヒ
ル
シ
ュ
も
フ
ォ
；
グ
ル

ザ
ン
グ
も
一
致
し
て
居
る
Q

．
こ
エ
ま
で
は
ヒ
ル
シ
ュ
と
フ
ォ
～
グ
ル
ザ
ン
グ
の
詮
は
｝
致
し

て
居
る
が
、
こ
れ
か
ら
爾
者
は
婁
ハ
っ
て
行
く
。
ヒ
ル
シ
ュ
に
依
れ

ば
、
次
の
第
三
十
読
桶
の
註
解
に
於
て
ル
ー
テ
ル
は
初
め
て
、
苦

し
ん
で
得
た
所
の
ロ
マ
書
一
・
↓
七
の
新
解
縄
を
述
べ
て
み
る
。

即
ち
薯
》
．
q
。
博
一
凝
を
見
る
な
ら
ば
、

　
：
…
・
…
尊
、
碧
き
ミ
。
§
隔
♪
鶏
へ
㌧
ミ
％
o
辱
ミ
N
Q
悼
、
、
鎌
ミ
ミ
侮
へ
恭

謹
％
ミ
、
、
ぎ
．
卑
げ
8
①
。
・
仲
Φ
正
直
8
g
罫
£
0
8
甑
麟
砂
図
豆
ω
8
δ
ダ

団
磐
閉
菊
。
露
曽
『
鋤
創
ρ
十
三
。
。
晒
口
口
醇
蝕
霧
9
ヨ
℃
Φ
g
＜
費
蕃
・

。。

女
ﾊ
馨
曾
暮
く
…
色
擁
壁
診
ω
弓
団
。
δ
導
叫
．
U
一
6
諦
0
9
持
．
因
③
く
巴
暮
葺

　
　
　
　
　
　
第
二
十
繰
｝
　
第
…
號
　
　
’
　
　
一
山
ハ
一
二
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勘
ー
テ
ル
初
期
の
宗
教
的
無
向
期
に
就
て

8
一
ヨ
鳥
①
8
δ
曲
影
α
o
剛
魚
。
㌔
〈
ヵ
○
ヨ
一
顎
○
。
V
’
H
8
8
．
H
器
豪
9

自
①
向
δ
＜
①
笈
葺
汐
8
簿
。
一
く
男
鐸
ざ
嵩
V
．
の
窪
ω
房
。
箕
…
翼
午

出
馬
｝
6
ヨ
貯
幻
鑓
ψ
〇
三
ご
ρ
β
○
山
マ
簿
α
o
凶
。
ω
。
。
霧
弩
℃
2
0
影
鐸
霧
①
け

畠
鐸
。
創
。
ヨ
謬
Φ
。
・
霧
器
暮
ぎ
、
℃
①
6
β
紆
8
δ
ヨ
Φ
ρ
　
ω
①
鳥
　
℃
①
門

響
く
§
讐
津
ヨ
ω
薯
ヨ
曽
。
。
Φ
亀
①
8
0
δ
お
く
血
9
〈
瞭
魚
ρ
き
一
つ
9
0
接

翼
餌
マ
p
。
邑
≦
蔵
お
ヨ
幻
3
魅
＼
㌧
ミ
鴨
、
ヘ
ミ
、
こ
）
ミ
、
ご
寄
ミ
さ
ギ
ミ
ミ
、
ミ
き

熱
き
ぎ
＼
㌧
覧
唖
9
、
．
～
ミ
ミ
ミ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

（
誰
も
自
分
魯
芽
か
ら
救
は
れ
得
す
、
併
し
基
督
に
依
て
の
み
救

は
れ
る
で
あ
ら
う
。
…
…
：
併
し
乍
ら
彼
の
編
昔
に
よ
り
彼
は
自
身

を
天
か
ら
顯
は
し
た
、
か
く
し
て
そ
の
怒
り
か
ら
我
々
が
救
は
れ

そ
の
義
に
依
り
師
ち
基
督
に
依
り
我
々
が
救
は
れ
ん
た
め
に
。
）

　
と
あ
っ
て
、
之
は
ロ
マ
書
一
・
一
七
，
一
八
に
就
て
云
へ
る
最

初
で
あ
っ
て
、
一
八
節
（
紳
の
怒
）
も
強
調
さ
れ
て
居
る
け
れ
共
、

こ
・
に
明
か
に
紳
の
義
は
我
々
に
救
を
與
ふ
る
紳
の
義
と
解
さ
れ

て
居
る
。

　
叉
第
三
十
五
篇
七
節
ハ
づ
、
》
。
。
払
3
）

　
…
…
一
軍
浮
智
霊
①
凶
三
戸
ρ
＝
9
0
9
，
ρ
厳
δ
首
ω
自
撃
已
器
…
・
：
（
汝

⑦
前
に
義
と
さ
れ
る
信
仰
の
義
）
に
も
明
か
に
新
解
繹
は
見
え
、

　
　
　
　
　
　
嬢
罪
二
・
†
巷
　
　
盤
〃
一
號
　
　
、
　
　
一
山
五
四

獄
後
殆
ど
の
義
と
云
ふ
語
に
は
見
解
繹
が
出
て
居
る
。
、

　
師
ち
ヒ
ル
シ
ェ
は
詩
篇
三
＋
篇
に
は
ま
だ
神
の
義
の
ス
コ
ラ
的

解
繹
が
現
は
れ
て
居
り
、
第
三
十
一
篇
以
後
に
初
め
て
虚
無
繹
が

現
は
れ
て
居
る
と
見
て
居
る
。
而
も
彼
は
禽
詩
篇
第
五
篇
（
ノ
〈
〉

亀
。
・
8
）
第
二
十
一
篇
ハ
考
》
・
。
㍊
・
。
ψ
）
第
二
十
七
篇
（
≦
｝
。
。
℃
H
鰹
）
を

多
少
周
題
と
し
、
若
し
三
等
に
新
解
灘
は
明
か
に
見
え
な
く
と
も

新
解
繹
に
矛
盾
し
て
麗
な
い
な
ら
ば
、
ル
ー
テ
ル
は
新
塚
灘
を
護

表
す
る
前
に
長
く
抱
い
で
居
た
か
も
知
れ
ぬ
故
、
結
論
を
下
す
の

に
注
意
を
要
す
る
と
云
っ
て
房
る
。
併
し
、
結
局
彼
は
之
等
の
諸

篇
で
は
爾
カ
ト
リ
ッ
ク
的
解
繹
の
中
に
あ
る
と
見
て
，
輻
音
嚢
見

の
時
期
に
絶
て
は
次
の
事
丈
は
確
か
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
。
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
へ

ち
新
毒
見
は
詩
篇
講
義
の
始
ま
る
獄
前
で
は
な
く
て
、
講
義
の
初

へ
　
　
へ
　
　
を
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ

期
飾
ち
一
五
一
三
年
の
夏
f
秋
の
頃
で
あ
る
。
こ
エ
に
詩
篇
三
十

一
篇
の
註
解
は
重
大
な
意
義
を
有
す
る
、
と
。
之
が
ヒ
ル
シ
ュ
の

結
論
で
あ
る
。

　
こ
の
ヒ
ル
シ
ュ
の
設
と
殆
ど
一
致
し
て
居
る
の
は
シ
ェ
…
ル
で

あ
．
る
。
彼
は
そ
の
大
著
寂
畏
汐
H
し
霊
鳶
の
初
版
に
於
て
は
、
第

罪
種
の
講
義
に
新
信
稗
の
見
え
る
所
か
ら
倉
皇
見
は
講
義
開
始
以
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箭
と
考
へ
て
居
た
。
併
し
前
編
の
如
く
第
一
篇
は
正
文
批
判
上
除

く
べ
き
で
あ
っ
て
、
最
近
の
第
四
版
に
重
て
は
シ
ェ
ー
ル
は
前
の

考
を
訂
正
し
、
講
義
開
始
蝋
前
に
新
嚢
見
を
し
た
事
は
殆
ど
あ
り

得
な
い
と
し
て
居
る
。
彼
は
詩
篇
七
十
及
び
七
十
一
の
註
解
に
新

信
仰
が
出
て
居
る
事
は
疑
ひ
得
な
い
所
で
あ
る
と
し
、
更
に
第
三

十
一
篇
の
み
な
ら
す
、
ヒ
ル
シ
ュ
が
僑
不
明
と
し
た
所
の
第
二
十

　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

七
篇
に
も
新
儒
仰
は
認
め
得
る
と
見
て
、
謬
見
期
は
私
分
一
五
唱

へ
　
も
　
カ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

三
年
の
秋
か
冬
で
あ
る
と
推
定
し
て
居
る
。
9
身
重
、
U
亀
鰻
（
轟
）

H
H
ω
．
竃
同
や
　
Q
Q
．
⑦
①
⑦
戸
）

　
か
・
る
結
論
に
反
封
な
の
は
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ザ
ン
グ
で
あ
る
。
彼

に
依
れ
ば
、
第
三
十
一
篇
の
註
解
は
ヒ
ル
シ
ュ
も
認
め
て
居
る
如

く
ロ
マ
、
書
丁
一
八
（
紳
の
怒
の
の
堕
獄
）
の
方
が
強
調
さ
れ
て
居

る
事
は
明
か
で
あ
っ
て
、
飴
興
ω
o
ξ
臼
O
竃
。
。
葺
ヨ
。
・
0
7
、
藷
亀
ρ
は

ル
ー
テ
ル
が
救
ひ
は
基
督
の
み
に
あ
り
と
考
へ
苦
悶
の
解
決
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
事
を
示
す
が
、
併
し
之
を
以
て
彼
が
紳
の
義

の
号
音
的
新
解
繹
を
嚢
翻
し
、
門
鑑
の
門
が
開
け
た
所
の
大
塩
喜

を
云
ひ
表
し
た
も
の
と
考
へ
る
事
は
出
來
な
い
。
眞
の
翻
ひ
は
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

つ
て
こ
れ
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
爾
第
三
＋
一
篇
＋
一
節

　
　
　
　
膨
ー
テ
ツ
初
期
の
察
敷
漏
斗
向
期
に
就
て

の
傍
註
（
Ω
o
ω
話
）
（
ぞ
》
μ
謹
）
①
砦
日
送
δ
寡
賦
1
一
℃
霞
Ω
μ
擾
臼
昌

冨
自
8
賦
ぎ
髭
①
①
…
蕊
（
基
督
に
依
り
彼
の
信
仰
に
於
て
義
と
さ

れ
る
）
に
は
明
か
に
新
解
繹
が
鵬
℃
居
る
が
、
之
は
外
部
的
批
判
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ら
後
の
筆
と
考
へ
ら
れ
用
ふ
る
こ
と
は
出
歯
な
い
。
又
第
三
＋
五

篇
の
傍
註
に
は
ヒ
ル
シ
ュ
の
云
ふ
如
く
意
解
諜
を
見
る
こ
と
は
出

來
な
い
。
そ
れ
以
後
第
四
十
九
篇
第
五
十
篇
（
ノ
ン
N
㌧
r
　
留
ゆ
頓
　
団
0
0
爵
1
』
り
、
り
q
彫
）
．

も
明
か
に
彼
が
熱
心
に
求
め
つ
・
も
豊
新
解
繹
に
達
し
て
厨
な
い

事
を
示
し
て
居
る
。

　
斯
く
し
て
フ
ォ
…
ゲ
ル
ザ
ン
グ
は
第
七
十
篇
に
至
る
ま
で
新
解

繹
は
現
は
れ
て
居
な
い
と
見
て
居
る
。
併
し
講
義
が
進
ん
で
第
七

十
篇
二
王
に
於
て
ル
ー
テ
ル
は
再
び
第
三
十
篇
二
節
と
同
じ
恐
れ

嫌
ひ
し
『
汝
の
義
を
以
て
我
を
救
ひ
給
へ
』
の
句
に
雌
會
つ
た
。

遷
し
介
度
は
閤
題
の
中
心
に
突
き
入
り
解
決
の
輿
へ
ら
れ
る
ま
で

職
つ
た
。
第
七
十
篇
の
註
解
に
於
て
（
考
｝
む
。
”
ま
。
。
）
貯
鴇
蕾
α
Φ
向

①
u
。
け
8
欝
9
①
o
”
の
。
錠
8
け
。
。
霧
①
β
箕
0
2
巳
燭
巳
『
嘗
聖
目
騨
Φ
…
…

簿
震
。
嘆
圃
Φ
○
ぴ
話
葺
き
三
〇
霞
℃
こ
皆
置
　
◎
ミ
亀
、
㌧
o
ミ
～
、
ミ
b
紅

ミ
N
ざ
、
ミ
ざ
さ
触
”
①
『
蓉
M
舜
凶
B
四
二
馨
箕
（
、
貯
出
隻
琶
ヨ
9
ヨ
ゲ
毎
昌
奏
鋤
－

δ
謹
願
（
…
…
墓
督
は
最
大
の
叉
最
深
の
謙
遜
に
依
て
紳
の
能
力
紳

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
　
徽
〃
…
號
　
　
　
　
　
一
山
ハ
五
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ル
ー
テ
ル
初
期
の
宗
敷
的
韓
熊
蝉
に
就
て

の
義
で
あ
る
。
）
と
考
へ
た
時
、
思
想
は
急
堕
し
て
融
解
繹
に
向
っ

て
居
る
が
、
之
は
更
．
に
第
七
十
一
篇
に
移
っ
て
か
ら
深
め
ら
れ
全

く
確
定
し
て
屠
る
。

　
（
里
諺
q
。
矯
A
の
一
一
臨
①
）

…
…
辱
ミ
篤
冨
惑
〉
…
…
齢
・
酔
δ
℃
o
｝
○
α
q
一
8
舞
＼
．
さ
ミ
動
9
こ
蔑
㌧
因
。
一
●

h
因
の
く
Φ
猷
ξ
吋
2
鼠
ヨ
H
諺
賦
け
智
U
①
党
Φ
｛
O
：
：
：
．
：
。

　
累
毎
8
蚤
ρ
胃
臼
ヰ
毎
詳
ρ
鐸
○
密
○
島
○
㈹
茜
審
詔
餌
δ
図
σ
q
麺
蝕
「
p

（
ゆ
自
◎
創
箆
①
営
⑦
ω
酔
）
。
・
辞
H
餌
（
浮
葺
輯
簿
費
ω
蔓
噛
劉
寓
O
o
訟
α
o
導

島
煽
津
”
ω
ヨ
Φ
仙
瓢
玄
。
己
8
ρ
鼠
勲
貯
島
8
け
Φ
二
諺
舞
。
簿
。
．
o
昌
げ
づ
ε
ヨ

①M

F
…
：
鯵
呼
§
偽
ミ
疑
ミ
。
ト
軽
ご
亀
、
、
ぺ
奪
9
こ
劉
㌧
（
切
O
欝

｝
」
刈
）
●
へ
H
募
ま
D
9
凶
お
く
色
ρ
三
門
官
8
．
．
黛
ρ
…
…
…

…
…
H
器
蜂
糞
の
。
出
一
8
計
ρ
爵
蓉
防
「
誉
へ
、
ド
：
：
．
”
ミ
§
勉
”
…
…
■
：
0
8
．

も
。
剛
o
O
℃
①
轟
亀
9
〈
曲
事
O
臨
”
ρ
餌
Φ
o
ヨ
賦
9
　
§
こ
鮒
ミ
リ
跨
＼
さ
ご
－

ミ
昏
ご
メ
辱
「
〉
導
ち
鴨
、
ご
ミ
。
ミ
さ
響
｝
缶
8
0
∋
巳
9
…
・
…

こ
瓦
に
憩
の
義
紳
の
業
は
基
督
で
あ
り
，
そ
れ
は
齪
ち
墓
督
に
封

ず
る
我
々
の
信
仰
で
あ
・
り
，
彼
を
信
ず
る
者
を
紳
は
基
督
に
於
て

審
判
し
つ
・
義
と
す
る
と
云
ふ
、
紳
の
義
の
編
…
音
的
意
義
は
明
か

に
な
り
、
ル
！
テ
ル
は
…
一
度
ま
で
も
ロ
マ
書
一
・
一
七
を
引
用
し

で
詳
し
く
之
を
述
。
へ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
鱈
罪
二
十
巻
　
第
一
鞭
｝
　
　
　
　
一
⊥
ハ
山
ハ

　
斯
く
て
詩
篇
七
十
及
び
七
十
一
は
ル
ー
テ
ル
の
新
糞
見
の
最
初

に
書
き
記
さ
れ
し
も
の
で
あ
り
、
後
年
彼
の
雷
及
せ
る
は
こ
の
時

の
こ
ミ
で
あ
り
、
こ
の
講
義
當
時
が
彼
の
新
下
見
に
最
も
近
い
時

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
、
そ
れ
は
大
膿
一
五
「
四
年
の
秋
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
以
上
が
フ
身
ー
グ
ル
ヅ
ン
グ
の
推
定
で
あ
っ
て
ピ
ル
シ
ュ
や
シ
ェ

ー
ル
の
推
定
と
は
約
一
年
の
隔
り
が
あ
る
。
詩
篇
七
十
篇
及
び
七

十
幅
篇
に
於
て
，
新
一
一
が
最
も
詳
細
に
設
か
れ
て
贋
る
こ
と
は

事
實
で
あ
る
け
れ
共
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ヅ
ン
グ
の
如
く
、
第
三
十
瀦

篇
（
宅
諺
¢
。
”
同
課
）
に
於
て
之
を
認
め
難
い
と
す
る
は
少
し
く
無
埋

で
あ
っ
て
、
．
や
は
り
ヒ
ル
シ
ェ
や
シ
ェ
ー
ル
の
考
へ
の
方
が
當
然

の
如
く
余
に
は
見
ゆ
る
の
で
あ
る
。
．
併
し
乍
ら
，
こ
の
問
題
は
夏

に
別
の
方
菰
か
ら
考
察
し
て
見
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

　
こ
・
で
新
嚢
見
を
詩
篇
講
義
以
前
に
置
か
ん
と
す
る
べ
…
メ

ル
の
詮
を
見
る
な
ら
ば
、
彼
は
先
づ
ピ
募
プ
2
ぎ
瞭
0
7
δ
畠
¢

叢
説
2
①
暉
悶
○
房
。
プ
§
閃
（
o
◎
・
こ
。
㏄
酒
。
り
・
黙
p
）
に
於
て
次
の
如
く
云
っ

て
居
る
。
我
々
は
第
一
阿
詩
篇
講
義
か
ら
次
の
事
を
知
り
得
る
。
第

一
に
。
一
五
一
三
年
の
夏
ル
：
テ
ル
が
此
の
講
義
を
開
始
し
た
時

に
は
す
で
に
ロ
マ
書
を
熟
知
し
て
房
た
。
第
二
に
、
當
西
彼
は
ロ
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マ
書
を
理
解
し
て
居
た
、
第
三
に
、
彼
の
内
的
獲
展
の
決
定
的
縣

向
時
か
ら
當
時
は
す
で
に
少
し
く
隠
が
継
っ
て
屠
っ
た
。
何
と
な

れ
ば
後
の
彼
の
改
革
的
確
信
は
未
だ
不
明
瞭
で
矛
盾
し
た
鮎
も
あ

る
が
凡
て
詩
篇
講
義
に
現
は
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
又

，
一
方
後
年
の
彼
の
雷
に
依
れ
ば
一
五
一
二
年
の
十
月
彼
が
博
士
と

な
っ
た
時
に
は
、
彼
は
朱
だ
薫
習
の
眞
意
義
を
解
し
て
居
な
か
っ

た
と
云
ふ
。
（
こ
の
問
懸
に
就
て
匡
後
立
す
。
）
さ
れ
ば
彼
の
新
獲
見
は

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
り
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

一
五
一
二
年
の
末
か
ら
一
五
一
三
年
初
位
ま
で
の
間
で
あ
る
。

　
更
に
べ
ー
メ
ル
の
目
病
μ
①
誘
①
簗
。
＜
9
0
評
判
謁
（
G
Q
．
笥
掬
）
を

見
る
と
彼
は
こ
の
新
獲
見
は
詩
篇
第
三
十
一
篇
の
要
約
（
ω
9
β
筥
曾

冠
ぼ
白
）
に
於
て
初
め
て
現
は
れ
て
居
る
と
云
っ
て
居
る
。
ル
ー
テ

ル
は
詩
篇
講
義
を
開
始
す
る
前
に
客
篇
の
要
約
を
書
い
て
、
之
は

講
義
闘
始
の
撒
硲
鴻
鵠
（
毒
｝
♪
臨
ゆ
に
依
れ
ば
一
五
＝
二
年
の
七
月
入

日
）
に
印
捌
に
渡
さ
れ
た
事
が
明
か
に
な
っ
て
罵
る
。
べ
ー
メ
ル

は
之
を
問
題
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
彼
に
依
れ
ば
こ
の
要
約
に

於
て
第
三
十
篇
ま
で
は
神
の
義
の
新
二
二
は
見
ら
れ
な
い
。
却
て

第
十
篇
の
要
約
な
ど
に
は
ま
だ
古
い
解
輝
が
出
て
隠
る
。
併
し
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

三
十
一
篇
の
要
約
に
至
っ
て
初
め
て
新
解
説
は
現
は
れ
て
居
る
ゆ

　
　
　
　
　
ル
ー
テ
ル
覇
期
の
宗
教
的
韓
殉
期
に
就
て

さ
れ
ば
ル
ー
テ
ル
は
第
三
＋
篇
の
要
約
を
書
く
階
、
か
の
．
ゴ
」

冒
の
§
館
下
螢
】
ず
①
毒
日
⑦
。
．
、
に
出
島
っ
て
再
び
苦
陶
が
睡
り
、
逡
に

第
三
十
一
篇
に
入
る
時
新
護
見
を
し
た
の
で
あ
る
、
と
云
っ
て
居

る
。
こ
の
時
期
は
大
学
薗
遽
の
彼
の
推
定
一
五
一
二
年
末
－
一
五

踏
臼
年
初
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
第
三
十
一
篇
の
要
約
の
中
に
新
解
繹
を
見
得
る
か
否
か
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

疑
問
で
あ
り
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ザ
ン
グ
の
如
き
は
反
封
し
て
居
る
し

叉
果
し
て
ヒ
ル
シ
ュ
や
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ザ
ン
グ
の
云
ふ
如
く
、
こ
れ

よ
り
後
に
書
い
た
第
三
＋
篇
の
註
解
の
方
に
古
い
撫
子
が
出
て
居

る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
べ
ー
メ
ル
の
説
は
成
立
し
な
く
な
る
の

で
あ
る
が
、
併
し
注
穏
す
べ
き
は
前
述
の
如
く
べ
、
ー
メ
ル
が
叉
詩

篇
講
義
を
全
髄
と
し
て
見
て
、
後
の
改
革
的
思
想
は
凡
て
そ
の
中

に
現
は
れ
て
居
る
か
ら
、
彼
の
韓
向
期
は
講
義
開
始
前
の
少
し
前

に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
推
定
し
て
居
る
顯
で
あ
る
。
こ
れ
と
殆
ど

岡
じ
考
を
有
す
る
の
が
ホ
ル
で
あ
っ
て
、
我
々
は
こ
、
に
今
ホ
ル

の
説
を
見
て
、
ヒ
ル
シ
ュ
、
シ
ェ
ー
ル
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ザ
ン
グ
等
の

講
義
開
始
以
後
説
を
考
へ
直
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
Σ
に
先
。
つ
ご
胃
す
べ
き
は
、
べ
ー
メ
ル
も
考
へ
た
加
押
き
、
ル

　
　
　
　
　
餓
謝
二
十
・
巻
　

謝
謝
一
興
　
　
　
　

一
点
ハ
七
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〃
ー
テ
勘
初
陣
酬
の
心
ポ
教
的
上
目
向
期
に
［
欝
脚
て
、

i
テ
ル
が
博
士
と
な
っ
た
時
は
未
だ
福
音
の
貢
意
義
を
知
ら
な
か

っ
た
と
云
ふ
説
に
就
て
“
あ
る
。
こ
れ
は
後
年
一
五
三
七
年
五
月

二
＋
｝
B
の
ル
ー
テ
ル
の
説
敏
中
に
（
毒
》
蹟
鴇
。
。
0
）

　
…
…
H
8
毎
ヨ
碧
ρ
鼠
u
。
三
ヨ
霧
貯
8
ヨ
●
ω
㊦
α
①
σ
q
g
o
β
白
U
o
o
8
目

留
話
ヨ
噛
揖
O
。
。
O
ぞ
凶
：
：
：
●
：
9

と
あ
る
の
を
根
競
と
し
た
も
の
で
、
ル
ー
テ
ル
が
博
士
と
な
っ
た

唱
五
唱
二
年
の
秋
に
は
ま
だ
眞
の
幅
音
を
知
ら
な
か
っ
た
と
考
へ

る
の
で
あ
る
。
グ
リ
ザ
…
ル
も
斯
く
解
し
，
叉
シ
ェ
ー
ル
の
如
き

も
前
晩
の
彼
の
書
の
第
凸
版
に
於
て
は
斯
く
解
し
て
屠
た
。
併
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

乍
ら
こ
れ
は
ホ
ル
の
云
ふ
如
く
ル
！
テ
ル
の
雷
を
誤
解
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
ル
ー
テ
ル
は
『
博
士
と
な
っ
た
時
は
知
ら
な
か
っ
た

併
し
そ
の
直
後
に
之
を
知
っ
た
』
と
云
は
ん
と
し
て
居
る
の
で
は

な
い
。
こ
の
句
の
前
後
を
見
れ
ば
わ
か
る
如
く
只
彼
は
『
博
士
に

も
な
っ
て
居
て
、
而
も
基
督
と
モ
ー
ゼ
の
間
に
如
何
な
る
隈
圃
が

あ
る
か
と
云
ふ
簡
輩
に
し
て
而
も
至
要
な
事
す
ら
，
精
確
に
知
ら

な
か
っ
た
』
と
云
ふ
事
を
云
っ
て
居
る
に
す
ぎ
な
い
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
ル
ー
テ
ル
が
後
年
に
な
っ
て
彼
の
初
期

重
る
べ
く
傾
値
少
き
も
の
、
如
く
に
述
べ
ん
と
し
た
一
例
で
あ

　
　
　
　
　
　
第
二
十
谷
　
第
一
號
　
　
　
一
六
八

っ
て
、
之
を
以
て
彼
の
新
隠
見
の
時
期
を
定
め
る
根
糠
と
し
て
、

叫
五
一
二
年
秋
以
前
を
除
外
す
る
事
は
露
華
な
い
の
で
あ
る
。
シ

ェ
ー
ル
も
こ
の
黙
で
は
彼
の
書
第
三
、
四
輪
に
於
て
前
詮
を
訂
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
て
ホ
ル
の
考
へ
に
賛
成
し
て
居
る
。

　
さ
れ
ル
ー
テ
ル
の
新
獲
見
期
に
關
す
る
ホ
ル
の
論
檬
は
前
述
の

諸
説
の
如
く
、
神
の
義
の
解
繹
と
云
ふ
事
の
み
に
注
目
し
て
、
詩

篇
講
義
を
検
討
し
た
も
の
で
な
く
，
彼
は
こ
の
講
義
に
現
は
れ
た

思
想
を
驚
く
べ
き
程
綿
密
に
探
究
し
た
後
、
そ
の
登
艦
を
通
す
る

根
本
思
想
を
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
彼
に
依
れ
ば
（
Φ
。
。
・
蓼
§
ご
簿
①

ぎ
蒙
籍
H
・
¢
回
。
。
。
3
、
ヒ
ル
シ
ュ
が
現
存
の
詩
篇
講
義
の
本
文

が
初
め
の
部
分
に
於
て
訂
正
の
形
迩
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は

正
し
い
。
併
し
乍
ら
そ
れ
敬
に
宣
義
の
思
想
は
訂
正
の
結
果
後
よ

り
入
り
込
ん
だ
も
の
と
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
と
云
ふ
の
は
、
詩

篇
講
義
に
現
は
れ
て
居
る
根
本
思
想
は
こ
の
宣
義
思
想
で
あ
る
。

一
紳
の
み
が
義
で
あ
っ
て
入
は
之
に
鋤
し
て
全
く
葬
入
に
す
ぎ

な
い
、
人
に
は
少
し
の
義
も
な
い
故
に
人
は
己
の
義
を
頼
っ
て
紳

の
前
に
出
る
こ
と
は
出
來
な
い
、
ロ
バ
紳
よ
り
與
へ
ら
れ
る
義
を
頼

る
外
は
な
い
、
こ
れ
は
全
く
紳
よ
り
與
へ
ら
れ
る
恩
恵
で
あ
っ
て
、
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こ
れ
を
我
が
有
と
す
る
に
は
心
よ
り
こ
の
事
實
を
認
め
て
、
紳
の

爾
に
己
を
投
げ
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
の
時
瀞
は
彼
を
受
容
れ
て

新
し
く
造
り
攣
へ
て
く
れ
る
。
1
こ
の
根
本
思
想
は
初
め
よ
り

終
り
ま
で
全
講
義
を
貫
い
て
居
る
思
想
で
あ
っ
て
、
若
し
ル
ー
テ

ル
が
後
よ
り
之
を
書
き
入
れ
様
と
し
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
訂
正

で
な
く
て
全
然
新
た
に
講
義
を
書
き
更
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
新
製
晃
は
講
義
開
始
後
と
す
る
こ
と
は
出

來
な
い
。
而
も
叉
そ
の
直
前
と
す
る
よ
り
は
，
新
嚢
見
と
講
義
の

間
に
は
愈
愈
の
時
日
が
あ
っ
た
と
す
る
方
が
滴
當
で
あ
る
。
何
と

な
れ
ば
詩
篇
講
義
に
於
て
は
、
パ
ゥ
ロ
的
輻
音
が
精
確
に
理
解
さ

れ
て
居
る
の
み
な
ら
す
，
そ
れ
は
猫
特
の
宣
義
の
敏
と
な
っ
て
居

り
、
そ
れ
に
基
い
て
彼
の
道
徳
槻
は
深
め
ら
れ
，
叉
新
し
い
敏
會

観
も
出
額
て
居
る
。
輩
に
個
々
の
縣
想
で
な
く
全
篇
の
思
想
が
そ

れ
に
依
て
支
配
さ
れ
て
居
る
。
斯
の
如
き
凡
て
の
方
酒
に
於
る
獲

展
は
傘
年
位
の
短
時
日
の
間
に
出
薫
る
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。

彼
が
之
等
の
思
想
を
明
確
に
嚢
表
し
得
る
様
に
な
る
ま
で
に
は
、

も
少
し
長
い
時
日
を
要
し
た
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
大

器
彼
の
新
譜
見
は
、
彼
が
こ
度
自
に
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
に
移
つ

　
　
　
　
　
ル
ー
テ
ル
初
諮
川
の
伽
示
敏
的
翻
倒
小
瓶
刈
に
「
蒲
肌
ば
㌦

　
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
カ
　
　
へ
　
り
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

た
一
五
二
年
の
夏
か
ら
一
五
｝
三
年
の
初
頃
ま
で
の
間
と
考
へ

ら
れ
る
。

　
獄
上
は
ホ
ル
の
推
定
で
あ
っ
て
、
べ
ー
メ
ル
に
比
す
れ
ば
、
一

五
一
二
年
の
秋
以
前
に
一
五
一
一
年
の
夏
ま
で
潮
り
得
る
可
能
性

を
置
い
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
ホ
ル
は
之
以
上
に
立
ち
入
っ
て
時

期
を
定
め
る
こ
と
を
避
け
て
居
る
の
で
あ
る
が
。
そ
れ
は
又
事
實

現
在
で
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
若
し
ホ
ル
の
説
を
受
容
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
前
述
の

ヒ
ル
シ
ュ
等
が
詩
篇
第
三
十
篇
及
び
そ
れ
以
前
の
註
解
に
於
て
倫

古
い
解
繹
が
現
は
れ
て
居
る
と
見
た
の
に
矛
盾
す
る
こ
と
》
な
る

の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
ホ
ル
に
依
れ
ば
、
紳
の
義
の
古
い
解
繹
、

即
ち
紳
の
義
を
報
復
し
罰
す
る
紳
の
義
と
す
る
思
想
は
、
ル
ー
テ

ル
の
韓
向
後
と
難
全
然
放
棄
さ
れ
て
は
窟
な
い
の
で
あ
る
。
報
復

的
の
紳
の
義
の
思
想
は
、
審
判
思
想
に
於
て
叉
紳
の
怒
り
の
思
想

に
於
て
残
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
只
管
向
後
の
ル
ー
テ
ル
に
於

る
重
大
鮎
は
、
こ
の
報
復
的
義
が
も
早
紳
と
人
と
の
關
係
を
決
定

す
る
根
本
的
特
質
と
な
ら
な
く
な
り
，
こ
れ
以
ヒ
に
恩
恵
的
の
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
根
本
的
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
報

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
顧
號
　
　
　
一
六
九
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〃
喜
テ
即
初
期
の
ゆ
ボ
敏
的
繊
理
面
門
期
に
就
で
占

復
的
義
の
思
想
が
講
義
の
所
々
に
見
え
る
と
し
て
も
，
そ
れ
は
ホ

ル
に
と
っ
て
は
全
罷
的
罵
叉
根
本
的
に
見
て
少
し
も
矛
濤
で
は
な

い
の
で
あ
っ
て
、
ホ
ル
の
斯
の
如
き
解
繹
は
最
も
正
し
く
我
々
に

は
見
え
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
嚢
見
期
に
關
す
る
推
定
も
ホ
ル
の

一
五
二
年
の
夏
－
一
五
一
三
年
の
初
が
最
も
穏
當
に
し
て
合
理

的
で
あ
る
。
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の
大
要
を
見
た
。
後
年
彼
を
し
て
羅
馬
教
會
よ
り
の
分
離
に
至
ら

し
む
べ
き
決
定
的
の
内
的
嚢
展
は
、
彼
が
僧
院
及
び
大
學
に
於
る

静
か
な
生
活
を
棄
て
、
い
よ
く
戦
場
に
出
づ
べ
く
蝕
儀
な
く
さ

れ
た
一
五
一
七
年
以
前
に
於
て
、
終
結
し
確
定
し
て
唇
た
の
で
あ

る
。
師
ち
そ
れ
が
少
く
と
も
一
五
一
五
年
以
前
に
確
定
し
て
居
九

事
は
疑
が
な
く
、
更
に
一
五
一
三
年
初
頭
以
前
一
五
＝
年
三
ま
・

で
の
間
に
於
て
確
定
し
た
事
も
略
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の

内
的
登
展
の
結
果
が
如
何
に
外
的
事
情
と
結
合
し
て
途
に
宗
教
改

革
の
大
蓮
動
と
な
り
、
羅
馬
と
の
分
離
に
至
っ
た
か
と
云
ふ
事
は

叉
別
の
問
題
で
あ
る
け
れ
共
、
と
も
か
く
宗
教
改
革
に
は
外
的
事

情
と
蹟
別
さ
れ
て
、
ル
ー
テ
ル
の
内
的
獲
展
が
あ
っ
た
こ
と
、
而

も
そ
為
が
宗
教
改
革
の
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
事
は
明
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
れ
た
と
思
ふ
。
フ
ラ
イ
タ
…
ク
の
云
へ
る
如
く
、
『
ル
ー
テ
ル
の

修
道
院
の
所
講
を
以
て
猫
逸
史
の
新
時
代
は
始
ま
っ
た
』
の
で
あ

る
。註①

ρ
箏
①
憶
郵
U
葬
3
鴛
ゴ
呑
｝
義
（
”
ω
O
一
P
ゴ
回
）
の
・
同
轟
曽
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